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主日の福音 12/01/01(No.569) 

神の母聖マリア (ルカ 2:16-21) 
神の言葉は出来事となって実現する 

 

神の母聖マリアの前晩のミサに参加している人は、今年１年本当にお世
話になりました。また、来年もよろしくお願いいたします。当日のミサ
に参加しているみなさん、新年明けましておめでとうございます。今年
も、よろしくお願いいたします。  

年賀状は、こうして目の前であいさつできる方には原則出しておりませ
ん。ご理解賜りたいと思います。2012 年、平成 24 年の信仰の歩みを、
神の母聖マリアの姿に倣って１歩ずつ進めて行きたいと思います。 

皆さんにとって、年の初めの行事は何でしょうか。長崎教区の司祭にと
って、新年早々の行事と言えば、1 月最終火曜日の司祭団マラソン大会
です。昨年１月のマラソン大会にわたしは 12 年ぶりに参加しまして、
10 キロのコースで１時間を切ることもできず、自分としてはみじめな
思いでレースを終えました。 

マラソン大会終了後の懇親会でそれぞれの成績が発表され、感想を一言
述べるように求められました。わたしは、自分のふがいない記録に腹が
立っていましたので、腹立ちまぎれにこう言ったのです。「来年はもっ
と準備して、１時間を切ることができるよう仕上げて来ます。だから、
今回１時間前後だった先輩後輩の神父さま方は、来年はわたしのケツを
拝みながら走ることになるでしょう。」  

大口をたたいてしまいました。結果を出すため、昨年 12 月から努めて
走ってきました。おかげで 10 月頃に 80 キロあった体重は現在 73 キロ
になり、体の切れが戻れば、10 キロを１時間切るタイムで完走できる
と感じています。気合が入っています。  

前回１時間６分かかったのを、６分以上縮めると公言したわけですが、
実現できなかったら笑い物になります。言葉は、どんな時でも責任を伴
います。その言葉が実現する言葉なのか、実現しない言葉なのか。言葉
が実現した時、その人は信頼される人になります。  

１月１日、神の母聖マリアの祭日にわたしたちに与えられている福音朗
読は、羊飼いが幼子を探し当て、その光景を、人々に知らせる場面です。
羊飼いたちは、先に飼い葉桶に寝かされている乳飲み子について天使か
ら告げられていました。  

天使に告げられた出来事は、すでに実現していました。それは羊飼いが
確認しなくても、必ず実現する言葉です。なぜなら告げられた言葉は天
使の言葉ではなく、天使が神から託された言葉だからです。神の言葉は、
必ず実現するのです。 

羊飼いたちは、急いで行って、マリアとヨセフ、また飼い葉桶に寝かせて
ある乳飲み子を探し当てました。ところで羊飼いたちは、天使から何を期
待されていたのでしょうか。飼い葉桶に寝かせてある乳飲み子を探し当
てることでしょうか。羊飼いにとって、飼い葉桶に寝かされている乳飲
み子を探し当てることはたやすいことだったでしょう。彼ら自身羊を飼
っていました。だいたいどんな場所に動物を休ませるか、羊飼いは熟知
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していたはずです。  

天使は、もっと大きな使命を羊飼いに期待したのではないでしょうか。
羊飼いたちがマリアとヨセフ、飼い葉桶に寝かされてある乳飲み子を探
し当てたあと、自分たちが目にした出来事は、「天使を通して神から告
げられた言葉」「必ず出来事となって実現する言葉」だと人々に告げ知
らせること。これが、天使が羊飼いに期待したことではないでしょうか。 
「わたしは、出来事となって必ず実現する言葉を確かめて来た。」この
通りに羊飼いは話したわけではないでしょうが、人々に知らせたのは同
じ意味の言葉だったと思います。ただ単に、乳飲み子が飼い葉おけに寝
かされていたよと話したわけではありません。天使が出来事を告げ、そ
れを聞いた羊飼いたちがその目で確かめ、「神の言葉は、出来事となっ
て必ず実現する」と、理解したのです。  

話を聞いた人々は、羊飼いたちの話を不思議に思ったとあります。これ
は、理解できずに戸惑ったということです。理解できなかったのです。
ただの赤ん坊の誕生と変わらないと、それ以上の意味を探ることができ
なかったのです。  

ところがマリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていま
した。マリアは天使に告げられた言葉と、生まれた乳飲み子とはつなが
っていると感じたのです。マリアが産んだ乳飲み子は、「必ず出来事と
なって実現する言葉」なのだと、感じ取っていたのではないでしょうか。 
この神の母となったマリアの姿、羊飼いの行動が、わたしたちの今年１
年のあるべき姿だと思います。「神の言葉は、出来事となって必ず実現
する。」わたしたちに与えられた救い主は、必ず出来事となって実現す
る神の言葉なのだと、思い巡らし、人々に知らせること。これが、わた
したちが毎年新たに掲げる１年の抱負だと思います。  

では具体的に、どんな神の言葉を思い巡らし、人々に知らせればよいの
でしょうか。アヴェ・マリアの祈りと、ミサの奉献文から、例を挙げま
しょう。アヴェ・マリアの祈りの中で、「主はあなたとともにおられま
す」という天使の言葉が含まれています。 

わたしたちが、「神の言葉は出来事となって必ず実現する」と信じて今
年歩き始めるなら、必要な時、必ず神はわたしたちのそばにいてくださ
るでしょう。あなたの暮らしの中で出来事となって、必ず実現するでし
ょう。  

ミサの奉献文の中では、「これは、あなたがたのために渡される、わた
しのからだである。」という聖別の言葉があります。わたしたちが、「こ
の言葉は出来事となって必ず実現する」と信じて１年を始めるなら、わ
たしのからだ、わたしの血となってくださった神の言葉が、わたしたち
を生かしておられると、生活の中で実感できる場面が与えられます。 

ぜひ、神の母マリアの姿と、羊飼いの行動を、この１年の大きな目標と
して据えましょう。わたしたちが神に感謝できる体験を積む時、「神の
言葉はやはり、出来事となって必ず実現する」と思い出せますように。
神の母聖マリアの取り次ぎを、ミサの中で祈り求めましょう。 

 

主の公現(マタイ 2:1-12) 
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主日の福音 12/01/08(No.570) 

主の公現 (マタイ 2:1-12) 
自分のすべてを持ち寄って幼子にひれ伏す 

 

先週の水木金、実家に帰っておりましたが、戻って来て体重計に乗りま
したら、73 キロが 75 キロに増えていました。つい気を緩めてしまって、
こたつに入ったままポテトチップスをつまんでいたのがいけなかった
ようです。とは言っても、練習はサボりたくないなぁと、気にはしてお
りました。  

休暇の初日は雪が降って、走りに行く勇気が出ませんでした。翌木曜日
は、めったにない好天だったのですが走らず、かわりに１万歩くらい歩
きました。ようやく金曜日に、片道２キロのコースを見つけて２往復し
ました。１キロ６分でカバーするのが今年の目標ですから、８キロを
48 分で走れば設定タイムです。  

最近はストップウォッチをたすき掛けして走っていまして、確かめてみ
たら 46 分でした。１キロ５分 45 秒でカバーした計算です。ようやく、
おととし霊名のお祝いで買ってもらったウェアの出番がやってきまし
た。今年はこれと、ランニングパンツを着て、マラソン大会に出場しよ
うと思っています。  

わたしにとっての司祭団マラソン大会は、かつては記録を争う大会でし
た。記録を争えない今は、過ぎた１年をどのように過ごしてきたか、不
摂生して過ごしたのか、現状維持なのか、少しは自分に鞭打って過ごし
てきたのか、公の前に報告する大会になっています。  

相手がどうこうというのは関係ありません。あくまで自分との闘いで
す。健康維持のために走ろうとか、そんな気はさらさらありません。公
の面前で、「来年はもっと準備して来ます」と宣言して、結果を出す。
それが、わたしにとっての今の司祭団マラソン大会だと思っています。 

さて、今日の典礼は「主の公現の祭日」です。東方の占星術の学者たち
が、幼子イエスを拝み、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げたことが福
音朗読で読まれました。「占星術の学者たち」と訳されているギリシャ
語は、英語の magic とか magician のもとになっている言葉で、一方
で学者という意味、他方で魔術師という意味を持っています。 

すると、もとのギリシャ語は２通りに訳すことができるわけで、わたし
たちが朗読した新共同訳聖書のように「学者」と訳した場合と、もう１
つの可能性「魔術師」と訳した場合では、話の内容もずいぶん変わって
くることになります。 

学者であれば、彼らは星の研究を通して幼子にたどりつき、これからは
幼子を心の導き手、星として自分たちの国でこれまで通り学者として活
躍する話ということになります。一方、「魔術師」という意味であれば、
魔術に明け暮れていたこれまでの生活を改め、魔術にではなく幼子によ
って世界が救われることを自分たちの国で告げ知らせ、人々に貢献する
話ということになります。  

あえて、「魔術師」という意味に取らなくてもよいのですが、「学者」
であれ、「魔術師」であれ、自分たちにとって大切な物を贈り物として
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幼子にさ献げたことは、よく考える必要があると思います。真の学問を
追い求める人であれ、魔術に心を奪われている人であれ、自分にとって
最上の物を、幼子イエスの前に献げたのです。  

この態度は、わたしたちも見習う必要があります。東方から訪ねて来た
「学者」または「魔術師」は、自分の知恵を絞って得た結論が、目の前
にいる幼子にひれ伏すことでした。 

人が、だれかの前にひれ伏すというのは、自分を低いものと認める姿で
す。自分よりも高い人にかがむことで、教えられ、導かれ、以前よりも
豊かな生き方をいただこうとする態度です。身をかがめる相手のちょっ
とした言葉やしぐさで自分は幸せを感じることができる。そういう相手
だからこそ、身をかがめ、ひれ伏すのです。  

わたしたちは、幼子イエスの前に、喜んでひれ伏すことを願っているで
しょうか。イエスが、わたしたちの知恵を絞って得た結論として、教え
てくださる方、導いてくださる方、以前よりも豊かな生き方をくださる
方であると感じているでしょうか。 

また、占星術の学者たちは、黄金、乳香、没薬を贈り物として献げました。
それぞれがやってきた土地で、これ以上ない最高のものがこれらの贈り物
だったでしょう。仮にこの人たちが魔術師で、贈り物は彼らの商売道具で
あったとしても、彼らは自分たちの持ち物をなげうっても構わないと考え
たことがわかります。 

わたしたちは、ミサの献金をもって、イエスさまへの日々の献げものとし
ているわけですが、自分がこれだけ献げても構わないと考えて、献金して
いるでしょうか。 

「自分は幼子イエスの前に出るにはふさわしくない」そう考えている人が
いるかもしれません。心配要りません。「魔術師」だったかもしれない、
占星術の学者たちが、幼子の前にひれ伏したのです。イエスの導きを受け
入れ、これまでの生き方を入れ変えようという心のある人ならば、幼子の
前にひれ伏すことはふさわしくないどころか極めてふさわしい態度なので
す。 

馬小屋の飾り付けも、御公現が終わると片付けることになります。しるし
がなくなっても、わたしたちの心に星が指し示したお方が住んでくださり、
導きを与えてくださいます。これから、たくましく成長して数々のしるし
を与えてくださるイエスの声に耳を傾ける。その決意を、このミサの中で
おささげいたしましょう。 

 

年間第 2 主日(ヨハネ 1:35-42) 



主日の福音 12/01/15(No.571) 

年間第 2 主日 (ヨハネ 1:35-42) 

「来なさい。そうすれば分かる」と言える生活を保つ 

 

マラソン大会に向けての走り込みはぼちぼち進んでいますが、張り切り
すぎたかもしれません。背中で腰に近い部分の筋肉を痛めてしまいまし
た。まったく走れないわけではないのですが、走り出しを恐る恐るして
いるといった現状です。 

急に練習を始めて、あんまり詰め込み過ぎたかなぁと反省しています。
ここ数日は、様子を見ながら練習を増やしたり減らしたりしているとこ
ろです。体を壊してしまっては元も子もありませんので、用心したいと
思います。 

年間の主日に入りました。今年は主日の朗読配分がＢ年ですから、マル
コ福音書を中心に日曜日の朗読が選ばれます。今週はたまたまヨハネ福
音書が選ばれていますが、来週からはマルコ福音書が選ばれていきます。 
今週の朗読箇所は、「最初の弟子たち」がイエスによって選ばれる場面
です。ヨハネ福音書は、最初の弟子たちが選ばれる場面を、マタイ・マ
ルコ・ルカの共観福音書とは違った見方で描いています。 

共観福音書では最初の召命物語はガリラヤ湖で、４人の漁師を弟子にす
るという形で描かれていますが、ヨハネ福音書では洗礼者ヨハネの弟子
であった２人がイエスの泊まっている場所に泊まり、弟子になっていま
す。さらにイエスのもとに泊まった人がほかの人を連れて来て、イエス
の弟子が増えていきます。 

ここで疑問を感じるでしょう。最初の弟子たちは、共観福音書が述べて
いるように湖で選ばれたのか、ヨハネ福音書が描くように違う形なのか
ということです。 

わたしは、どちらも最初の弟子たちを選ぶ物語なのだと思います。一方
は湖畔で起こった出来事で、今週朗読されたのは陸上での出来事です。
同時に出来事は起こりません。それぞれ、別の場面と考えるべきです。 
ですから、共観福音書は湖畔での出来事を最初の出来事ととらえている
し、ヨハネ福音書は洗礼者ヨハネのもとにいた弟子たちのことを最初の
出来事ととらえている、それだけなのだと思います。 

今回は、ヨハネが最初の弟子たちを選ぶ場面ととらえた出来事にそって、
学びを得ることにしましょう。最初は洗礼者ヨハネの弟子であった２人
の人が、洗礼者ヨハネから促されてイエスのもとに行きます。そしてイ
エスのもとに泊まりました。 
この、イエスのもとに泊まったことが、２人に決定的な影響を与えるこ
とになりました。日本人の感覚で言うと、「寝食を共にした」というこ
とです。どこかに集まってしばらくの時間過ごすのとは違う何かが、寝
起きすることで起こったに違いありません。 
今日の出来事につながる、面白い体験を思い出しました。太田尾教会に
赴任していた時のことです。１人の小学生男子が、「神父さまと一緒に
泊まりたい」とわたしのところに願い出ました。生まれて初めてのこと
でした。戸惑いながらも、本人の母親に了解をもらってからおいでと伝



えると、母親も喜んで送り出してくれまして、その男の子はパジャマと
着替えを持って、司祭館にやって来たのです。それこそ、金曜日の午後
４時ごろのことです。 
わたしは子供の扱いに全く慣れていないので、午後４時から次の日まで、
どんなふうに時間を過ごせばよいのか、まったく見当もつきませんでし
た。思い出せるのは、風呂に一緒に入ったことと、晩の祈りを一緒に唱
えたことと、わたしの布団の隣に小さな布団を敷いて、一緒に眠ったこ
と、そして、目を輝かせてとても楽しかったと母親に報告しながら帰っ
ていったこと、それくらいです。 
けれども、その子にとっては一生忘れない思い出になったことでしょう。
その時のことがどのように本人の信仰に影響していくのかはわかりま
せんが、少なくともわたしは、神父さまに興味を持ち、神父さまと一緒
に寝泊まりしてみたい、神父さまの生活を体験してみたいと思っている
子供が、中にはいるものだということを強く感じたのです。 
イエスに、「ラビ、どこに泊まっておられるのですか」と尋ねた最初の
２人は、イエスに強く惹かれ、イエスの生活を体験して、いつもイエス
と共にいたいと感じた人たちです。イエスはほんのわずかの言葉で、イ
エスと共にいたいと感じた人を引き寄せました。「来なさい。そうすれ
ば分かる。」（1・39） 
イエスの言葉は、わたしたちの生活を振り返る大切な点を教えてくれま
す。わたしたちは、どこかにいるはずの「自分に興味関心を持っている
人」を前にして、見て、一緒に寝泊まりして、それで自分がどんな人か
わかる、そういう生活をしているでしょうか。わたしの生き方に興味を
もって訪ねて来る人に、「来なさい。そうすれば分かる」という単純な
言葉で呼びかけることができるでしょうか。 
カトリック信者がどのような人たちなのか、修道者がどのような人たち
なのか、司祭がどのような人なのか、面白半分ではなく、真剣に知りた
がっている人もいるはずです。よく学んで、その生活を自分も受け入れ
たいと考えている人がいるかもしれません。そういう人たちに、わたし
たちの生活は、「来なさい。そうすれば分かる」と言える生活ができて
いるでしょうか。 
もしも、「来なさい。そうすれば分かる」という言葉をかけるチャンス
が回ってきたら、それはまたとないチャンスです。本当に、二度とない
チャンスかもしれません。そのチャンスを、神の国のために最大限活用
しましょう。 
信徒、修道者、司祭、それぞれがこうやって自分の召された生き方を全
うしているのだなと、すぐに見てとれるような生き方を整えておきまし
ょう。神は準備をして待っているわたしたちに、救いの道を尋ねてくる
人を必ず送ってくださいます。 

 

年間第 3 主日 (マルコ 1:14-20) 



主日の福音 12/01/22(No.572) 

年間第 3 主日 (マルコ 1:14-20) 

時は満ちた。生活の中心に何を据えますか 

 

この前、信者さんからこう言われました。「気のせいかなぁ。神父さま、
痩せたような気がする。」気のせいじゃないですよねー。お腹とか、今
までサッカーボールが入っていたのが、ソフトボールくらいになったの
ですから、これで痩せたことに気づかないなんて、どうかしています。  

痩せてちょっと助かっていることがあります。これまでは歩いたりする
とシャツとかがはだけたりして、ひんぱんに前を整えなければなりませ
んでした。最近は、少し歩いたくらいでは洋服がはみ出さなくなりまし
て、あーこれもお腹が引っ込んだ効果なんだなぁと実感しています。  

福音朗読は、マルコ福音書からイエスの宣教開始にあたっての第一声と、
ガリラヤで漁師を弟子にする場面が選ばれました。イエスは宣教にあた
っての第一声で「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じ
なさい」（1・15）と仰いました。この呼び掛けをどう理解するか。漁
師を弟子にする場面からヒントを得たいと思います。  

まずガリラヤの漁師だったシモンとその兄弟アンデレ、彼らがイエス
の招きを受けます。イエスは２人が湖で網を打っているのを御覧にな
り、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」（1・17）
と言われたとあります。  

みなさんは、この場面に驚きとか、疑問とか、何か感じないでしょう
か。仮にわたしたちがイエスさまと同じように岸にいて、網を打って
いる漁師が浜串の沖の波止場にいるとしましょう。どれくらいの声だ
ったら、沖にいる漁師に聞こえるのでしょうか。あるいは、沖にいる
漁師の心をとらえて、網を捨てて従ってくれるでしょうか。  

おそらく、大声で叫ばないと、岸にいる人の声は聞こえないはずです。
イエスは大声で言ったのかなぁと、みなさんはお考えでしょうか。も
しそうであれば、少なくとも最初の言葉は、「おーい」と呼び掛けて
からでないと、漁師はイエスの声に気付かなったでしょう。  

わたしは、今話したこととはちょっと違う考えをもっています。つま
り、イエスが呼び掛けたのは、湖で網を打っている真っ最中ではなく、
岸に戻ってから、静かに声をかけたのではないかなぁ、と考えたので
す。タイミングを見計らって、それから声を掛けた。そう考えます。  

この方法ですと、「おーい、ちょっと話があるんだけど、聞こえるか
―」みたいな大声は出さなくて済みます。一方で、２人の漁師がどう
しても話を聞かなければならない、そういう雰囲気作りが必要です。  

そこでこう考えました。シモンとアンデレが湖で網を打っているのを
御覧になった時からずっと、片時も目を離さず、２人を見つめておら
れたのではないか。そう考えました。さっきからずっとわたしたちを
見ているあの人は、いったいだれだろう。わたしたちに何の用事があ
るのだろうか。わたしたちが岸に上がって来てからもずっとわたした
ちを見つめている。きっと何か大事なようがあるに違いない。イエス
がひたすら見つめ続けたことで、２人の漁師に心の準備ができた。そ



れを見計らって、声を掛けたのではないか。そう考えたのです。  

もちろん真実はどうか分かりませんが、十分に心の準備をさせてから、
声を掛ければ、効果的だというのは皆さんも理解できると思います。
いつか岸辺に立って、海の上にいる人を見つけて、考えてみてくださ
い。わたしの考えもまんざらでもないと思います。  

さて、シモンとアンデレは、網を捨ててイエスに従いました。また、
ゼベダイの子ヤコブとその兄弟ヨハネも、イエスの呼び掛けに応え、
父ゼベダイと雇い人たちと一緒に舟に残して、イエスの後について行
きました。  

彼らが取った行動をまとめると、漁師の仕事を生活の中心に据える生
活から、イエスに従って歩むことを生活の中心に据えた、となります。
ここから、さかのぼってイエスの宣教活動にあたっての第一声「時は
満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」という呼び
掛けは、「イエスに従って歩むことを生活の中心に据える」そういう
呼び掛けだったと理解するのが適当だと思います。  

ここで考えてほしいことがあります。イエスは、この宣教活動の始ま
りに、初めて「イエスに従って歩むことを生活の中心に据えなさい」
と呼び掛けたのでしょうか。第一声としてはそうだと思いますが、わ
たしは、もっと以前から、具体的にはイエスの誕生のその時から、こ
の第一声を発し続けていたのではないかと思うのです。  

イエスの誕生は飾りも何もない、粗末な場所での誕生でした。喜ばし
いことの何もない中での、唯一の喜びの源でした。そこへ羊飼いが訪
ねて来て、後には占星術の学者たちも贈り物を携えて拝みに来ます。
神殿に奉献される時、シメオンは幼子を抱いてもうこれで十分だと満
たされました。12 歳になって神殿へ出向いた時も、父なる神のもとに
留まりました。  

これらはすべて、中心に何を据えて生きるべきかを教えているのでは
ないでしょうか。どの場面も、中心に神を据えて、イエスの導きを中
心に据えて生活することを、教えていると思うのです。  

そして、イエスはあらためて、何を中心に据えるべきかを第一声とし
て呼び掛けられました。これは、わたしたちへの呼び掛けでもありま
す。ガリラヤの漁師たちのように、すっかり生活が入れ替わる人も中
には必要でしょう。男の子が司祭職を目指して神学校に行くとか、女
の子がシスターを目指して志願院に行くとか、それも大い期待します。
それと同時に、わたしたちの日々の生活も、中心に何を据えるかを考
えてほしいのです。  

中心に何を据えるのか、見誤ってはいけません。これが中心だと思っ
ても、それが根こそぎ揺さぶられ、洗い流され、何も残らないかもし
れないのです。イエスの第一声「時は満ち、神の国は近づいた。悔い
改めて福音を信じなさい」この声にふさわしい生活を積み重ねること
ができるように、ミサの中で照らしと導きを願いましょう。  

 

年間第 4 主日 (マルコ 1:21-28) 



主日の福音 12/01/29(No.573) 

年間第 4 主日 (マルコ 1:21-28) 

中から出るイエスの権威で教え、導く 

 

いよいよ火曜日にはマラソン大会に出場して来ます。練習以上のものは
出ないと思いますから、いきなりトロフィーをもらってくるとか、そう
いうことは言えませんが、去年の長距離の部 14 人中 13 位よりは、明ら
かに順位を上げられると思います。  

タイムとしては、今年の長距離の部は浦頭教会からマリアの園までの往
復 8 キロだそうですから、48 分、順位は１桁台、あわよくば 8 位入賞と、
その辺が目標でしょうか。練習は昨日までで仕上げました。今日からは
体を休めて、火曜日に走りたくてたまらないと、そういう状態に整えた
いと思います。  

もしも、冷やかし半分で応援に行く人がいらっしゃるようでしたら、当
日朝 8 時 10 分に土井ノ浦から出る船に乗ってください。これが便利で
す。同じ船は、午後 3 時 55 分に出て、5 時ごろ土井ノ浦に着きます。わ
たしは前日よきおとずれの仕事で長崎にいるので長崎から福江に行きま
すが、帰りは土井ノ浦に着く船に乗ろうと思っています。  

2 ヶ月の練習でしたが、あらためて分かったことがあります。練習を積
んだ人には、練習に裏付けられた自信が、顔に表れるということです。
何か目標を見据えているとか、周りにだれがいても自分の走りをちゃん
とできるとか、そうしたことはかぶり物では決して身につかないもので、
中からにじみ出てくるものだと思います。  

さて今週の福音朗読ですが、イエスが安息日に会堂に入って教えると、
「人々はその教えに非常に驚いた。律法学者のようにではなく、権威
ある者としてお教えになったからである」（ 1・ 2 2）とあります。  

律法学者たちも、実は権威を振り回していたのですが、彼らの権威は
律法に頼った権威で、いわば律法をかさに着て、威張っているだけで
した。イエスは、律法学者とは全く違った形で、「権威ある者として
教えた」のです。イエスには、中からにじみ出る権威がありました。  

律法学者たちも、正しい権威を振るうことは可能だったでしょう。し
かしそれは、常に律法に依存していて、しかも律法を正しく理解して
いるときにのみ備わっている権威です。彼らは律法を離れては、単な
る人間に過ぎなかったのです。  

イエスは違いました。会堂で教える時も、汚れた霊を追い出す時も、
どんな時でもイエスの中に権威がありました。それは、だれとも違う、
イエスだけが備えていた中からにじみ出る権威でした。  

この、イエスだけが持つ権威、中からにじみ出てくる権威に、人々は
驚いたのです。不思議に思ったのではなくて、圧倒され、畏敬の念を
もったのです。中からにじみ出てくるものは、その人を雄弁に物語り
ます。人々は、イエスこそ真の権威をもっている方だと、理解したの
です。  

この場面から、わたしたちも何かを学び取りましょう。わたしたちも、
自信を持って何かを話したり、教えたりしなければならないときがあ



ります。よくわたしがたとえにあげる話ですが、外出先で食事をする
ときがあるわけです。そういうときに、食前食後の祈りを唱えること
はすばらしいことですが、どのような権威を示すかに注意が必要です。 
わたしたちは、見せびらかそうとして祈ることもできます。反対に、
だれかに見せようとしてではなく、心から食事に感謝するために祈る
こともできます。前者は、権威をかさに着た態度ですが、後者は権威
がにじみ出た態度です。人々が公の場で祈るあなたを見て、その姿に
圧倒されるのは、どちらの心がけでしょうか。見せようとして祈った
姿でしょうか、心から感謝の気持ちがあふれて祈った姿でしょうか。  

皆さんは、スポーツ選手が十字架の印をする姿を見たことがないでし
ょうか。その十字を切る姿にわたしたちが圧倒されるのは、見せよう
として十字を切っているからでしょうか、喜びが心からあふれて十字
を切っているからでしょうか。答えは明らかです。  

いつも、中からにじみ出てくる権威が人を圧倒します。中から表れる
権威が、本当の意味で人を教え、子供を導き、従わせるのです。権威
をかさに着ても、権威を振り回しても、人は心を打たれないし、子供
は心を開き、耳を傾けようという気にはなりません。ですから、わた
したちが何かの場面で教えなければならない、導かなければならない
としたら、中から出てくる権威によって、教え導くのです。  

人によっては、自分にはそんなものが備わっていませんという人がい
るかもしれません。何かの仕事を任されたり、選ばれて上に立つこと
になった。けれどもどんな顔をして、自分に任せられている人を教え、
指導すればよいのだろうか。悩むかもしれません。  

権威をかさに着てはいけない、権威に頼ってはいけないと言いました
が、1 つだけ、頼れる権威があります。それは、イエス･キリストです。
イエス･キリストは、わたしたちにとっての唯一の権威です。ですから、
あなたが自信をなくし、子供に、また人に教え導くのをためらってい
るなら、あなたの中にイエス･キリストがいるように心がけたらよいと
思います。  

つまり、「イエスだったら、この場面をどのように教え導くのだろう
か」と考えながら、声をかけるということです。自分自身は確信を持
てなくなっているかもしれませんが、「イエスだったらどう判断し、
行動するだろうか」そのことに心を配るようにすれば、あなたが教え
導こうとするとき、イエスが権威を与え、助けててくれるのではない
でしょうか。  

突き詰めると、わたしたちの中からにじみ出てくるものは、イエス・
キリストであるべきだ、ということです。練習に裏打ちされた自身や、
積み重ねた経験もあるでしょうが、それらは一歩間違えると、かさに
着てしまうものになります。いつも、わたしたちの中から、イエス・
キリストがにじみ出てくる。そういう権威の使い方を、イエス・キリ
ストに願い求めましょう。  

 

年間第 5 主日 (マルコ 1:29-39) 



主日の福音 12/02/05(No.574) 

年間第 5 主日 (マルコ 1:29-39) 

イエスによって変えられ、わたしも人を動かしていく 

 

皆さん。マラソン大会、結果出しましたよ。何と、去年の 13 位から、5
位に急上昇しました。1 キロ 6 分、48 分でゴールするだけの練習を積ん
できましたが、本番では 1 キロ 5 分 25 秒でカバーし、43 分 21 秒でし
た。詳しいことは、張り付けている成績一覧を見てください。  

ほぼ、満足できる結果だったのですが、惜しかったのは自分の前を走っ
ていた 4 位の先輩です。8 秒差でした。20 メートルあったでしょうか。
3 位は、土井ノ浦の後輩です。彼とは 1 分近く離れていたので、来年追
い抜くのは難しいかもしれませんが、目標にはしたいと思います。  

ついでの話ですが、水曜日の晩、中学生のけいこのために浜串教会の聖
堂の 2 階に上がってすぐ、｢マラソン 5 位、おめでとうございます｣と言
ってもらいました。嬉しかったですねー。これまでの 2 ヶ月間の苦労が
吹っ飛びました。わたしくらいの年齢であれば、中学生の子供がいても
不思議ではないわけですが、子供に喜んでもらった親の気持ちがよく分
かりました。子供が喜んでくれているその一言があれば、親はどんな苦
労も苦労と感じないのでしょうね。  

では福音の学びに入りましょう。イエスと弟子たち一行は会堂を出て、
シモンとアンデレの家に行きました。シモンのしゅうとめが、熱を出し
て寝ていたのですが、イエスは彼女を深くあわれみ、彼女の熱を取り去
ってくださいました。  

シモンのしゅうとめは、イエスのいやしを受けて、一同をもてなします。
この出来事は一見するとわたしたちには縁遠いように見えるかもしれま
せん。同じように、いろいろな病気にかかっている大勢の人たちをいや
し、多くの悪霊を追い出してくださったとなっていますが、わたしたち
はこの話を身近な出来事と感じることができないかもしれません。  

奇跡に目を奪われがちですが、イエスとシモンのしゅうとめの反応を整
理すると、中心にあるのは｢悩み苦しんでいる人がいて、イエスはその人
の悩み苦しみを取り去ってくださり、その人は一同をもてなす」という
図式です。この中心にあるものが、何より大事だと思います。  

つまり、わたしたちは人生を歩む中で、さまざまな悩み苦しみを経験し
ますが、その都度イエスはやって来て、あなたの悩み苦しみを取り去っ
てくださいます。もちろん、それは人間側が期待したとおりには起こら
ないかもしれません。  

病人訪問をしながら、司祭はご聖体のイエスさまを届けますが、残念な
がら司祭は病気を取り除くことはできません。けれども、ご聖体のイエ
スさまがおいでくださったことで、お見舞いを受けた人は慰められ、力
を受けるのではないでしょうか。  

ですからイエスは今も、人生のさまざまな悩み苦しみを抱えている人の
もとを訪ねて、その悩み苦しみを取り除いてくださっています。救いの
入り口を開くために洗礼を授けてくださり、罪の暗闇の中にある人に罪
のゆるしを与えてくださり、いのちのためにご聖体となって食べ物を与



えてくださいます。  

また人生に迷う時期に堅信の秘跡で聖霊の七つの賜物を注いでくださり、
病気や老齢でいのちの危険にさらされている人を病者の塗油で励まして
くださり、イエスを捜し求める人々のために叙階の秘跡によってイエス
の代理である司祭を生み出してくださり、2 人が一体となって歩んでい
くために婚姻の秘跡で祝福してくださいます。  

人間の側の期待通りとはいかないかもしれませんが、さまざまな形で、
｢悩み苦しんでいる人がいて、イエスはその人の悩み苦しみを取り去って
くださる｣という図式が成り立っているのだと思います。問題は、そのあ
との、｢その人は一同をもてなす｣という部分が残ります。わたしたちは、
人生の様々な場面でイエスと出会いますが、その結果、一同をもてなす
ということにつながっているでしょうか。  

シモンのしゅうとめは、自分が直面している悩み苦しみを取り除いても
らった感謝を、一同をもてなすことで態度に表しました。わたしたちも
ぜひ、イエスに出会い、イエスに自分の重荷を取り除いてもらった感謝
を、形に表したいと思います。  

いろんな場所に、感謝を表す形があるでしょう。家族に対してもてなし
をすること、教会という、神の家族に対して奉仕活動をしてもてなすこ
ともあるでしょう。小学生、中学生、高校生の教会活動のために力を貸
すことも考えられます。自分が関わっているボランティアのグループ、
社会の中での活動に参加することを通してなど、いろんな場所で自分に
できるもてなしを発揮できます。  

イエスはこの一連の動きを促すために、巡回して宣教しました。イエス
は宣教に先駆けて人里離れた所で祈っておられますが、弟子たちはイエ
スを見つけると、｢みんなが捜しています｣と言いました。けれどもイエ
スは 1 つの場所に執着せず、次々に近くのほかの町や村へ出かけます。  

人々がイエスに出会い、イエスによってもてなす人に変えられていく。
その一連の動きを活発にするために、どんどん場所を変えていきました。
初めは、イエスさまがエンジンを動かしてくださいます。それは、エン
ジンがかかった人が、他の人のエンジンを動かすためです。イエスはそ
うして、あちこちで神に出会い、神に変えられる人を生み出し、その人
が周りの人を動かすことを期待しているのです。  

きっと、今日のミサで、イエスはわたしたちのエンジンを動かしてくだ
さり、わたしたちにも、わたしたちにつながるだれかを動かす人になる
ように、期待しているのだと思います。わたしたちはすでに模範になる
信仰の先輩をたくさんいただいています。  

特に、今日 2 月 5 日に祝う日本 26 聖人はそうです。26 聖人はイエスに
よって殉教者の証しをするだけのエンジンを動かしてもらい、まわりの
多くの人をさらに動かしたのでした。今日 26 聖人の取り次ぎを願いまし
ょう。そして、イエスによって変えられ、まわりの人をもてなすことが
できるよう、ミサの中で恵を願いましょう。  

 

年間第 6 主日 (マルコ 1:40-45) 



主日の福音 12/02/12(No.575) 

年間第 6 主日 (マルコ 1:40-45 

イエスに触れた人は、清められる 

 

本原教会に、同じ郷里の戸村神父さまという先輩がおられます。本原教
会はフランシスコ会が担当している教会です。先週の月曜日、本原教会
の朝のミサに参加しました。先輩神父さまを初め、4 人で共同ミサをさ
さげました。  

その日、2 月 6 日は聖アガタの記念日でした。ミサ中、先輩司祭とのつ
ながりを思い出していました。中学・高校時代もよく本原教会に顔を出
していましたが、特に大学生の時代にかわいがってもらいました。  

聖アガタの、「アガタ」とは、「よいもの」という意味があるそうです。
創世記に、「神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、
それは極めて良かった。」（創世記 1・31）とありますが、殉教者アガ
タも、ご自身を神への純粋なささげもとのなさって、「よいもの」とな
られました。  

戸村神父さまも、同郷のわたしを、いつも「よいもの」として扱って下
さいました。大学の夏のスクーリングで、休暇になると当時栃木県の松
が峰教会に赴任していた神父さまのところに転がり込み、ご飯をご馳走
になり、観光名所の日光に連れて行ってもらったりしました。  

よく考えるとわたしは教区の神学生だったので、どれだけかわいがって
もらってもフランシスコ会には得にならないわけです。それなのに、先
輩はわたしを「よいもの」として、「極めて良いもの」として接して下
さいました。その心の広さに、わたしは頭の下がる思いです。  

福音は、重い皮膚病を患っている人をご覧になったイエスが、「深く憐
れんで、手を差し伸べてその人に触れ、『よろしい。清くなれ』」と
言われると、たちまち重い皮膚病は去り、その人は清くなった。」（マ
ルコ 1・41-42）という奇跡物語ですが、「手を差し伸べてその人に触
れ」という部分に、わたしは心を打たれます。  

重い皮膚病、それは、病気にかかっていない人を震え上がらせる症状
だったと思います。思わず飛び退くような症状の人に、イエスは手を
差し伸べ、触れて下さいました。イエスが医学の専門家だったから診
察したのではなく、イエスは深く憐れんで、手を差し伸べたのです。  

初めに、本原教会の同郷の神父さまの話をしましたが、目的があって
わたしをかわいがって下さったわけではありませんでした。教区の神
学生とか、自分のところの修道会の神学生とか、そういう区別なしに、
寛大に接してくれた。その寛大さが、わたしの心に触れたのでした。  

イエスのなさった奇跡は、それだけで十分心に触れる出来事だったと
思います。声が届くはるか遠くから、「よろしい。清くなれ」と仰っ
ても、病気は治ったかも知れません。けれどもイエスは、あえてこの
重い皮膚病を患っている人に近寄り、触れた下さったのです。病気で
あるか、健康であるか、まったく区別なく接してくださるイエスの憐
れみ深さに、この重い皮膚病の人は触れたのではないでしょうか。  

イエスに触れてもらい、重い皮膚病の人はいやされたのですが、イエ



スは「だれにも、何も話さないように気をつけなさい」（1・44）と厳
しく注意します。心を打たれ、どうしても話したくなるような体験を
した人は、たとえ話すことを止められても、止めることはできないと
思います。  

例えばそれは、「これは内緒よ。だれにも話さないでね」と言った話
が、どこまでも伝わっていくのと同じです。わたしが戸村神父さまに
受けた恩も、面と向かって「だれにも話すなよ」と言われたことはあ
りませんが、きっとそのつもりだと思います。けれどもわたしには、
仕舞っておくにはもったいない、貴重な体験です。  

重い皮膚病を癒されたその人にとっても、イエスが自分に触れて下さ
ったその憐れみ深さ、病気を完全に取り去ってくださる神のわざを、
話さないではいられなかったのではないでしょうか。  

これは、わたしたちへの模範だと思います。わたしたちも、イエスの
ように、だれかの心に触れるようなお世話、おもてなしをする力が与
えられています。何も経済的に豊でなければ、心に触れるお世話がで
きないということではありません。祈りを教えることによっても、親
切をほどこすことによっても、人の心に触れ、その人が心を洗われる
ということは可能です。  

イエスはまずそのお手本を示してくれました。そしてわたしは幸いに、
そのような人の心に触れるお世話を知っている恩人と出会いました。
今はわたしが、だれかの心に触れ、その人をいやしたり慰めたり、も
う一度立ち上がるお手伝いをしたりする番だと思います。  

もしもカトリック信者が、だれかの心に触れるようなお世話ができる
としたら、それはわたしを通してその人にイエス・キリストを届ける
ときです。わたし自身は、心に触れるような力は持ち合わせていない
かも知れません。けれどもイエスは、人の心に触れ、イエスに心打た
れた人が自分の体験を次の人に知らせる、そういう力を持っています。 
ですから、わたしの生活の中で、心からある人にお世話しようとする
なら、もてなす人にイエス・キリストを体験させるとよいと思います。
食事に招待したとき、食前の祈りを唱えて体験させるのも良いでしょ
う。そのとき、お世話を受ける人は、「同じことをほかの人からも受
けたことがあるけれども、どうしてこの人のお世話は心に触れるのだ
ろうか」と感じてくれると思います。  

こうして、わたしたちのお世話、奉仕、隣人愛を通してイエス・キリ
ストを体験させるためには、もっともっとイエス・キリストを知る必
要があります。聖書の朗読会を活用したり、教会備え付けの聖書を借
りていって、平日読み続けることもできます。いろいろ手を尽くして
イエス・キリストをよりよく知ると、わたしたちの生活そのままでだ
れかがわたしたちを通してイエスに触れる方法も、見つけることがで
きるでしょう。  

より多くの人が、イエスに触れ、イエスに触れた人が、さらに多くの
人にイエスを知らせることができるよう、ミサの中で恵みを願いまし
ょう。  

 

年間第 7 主日 (マルコ 2:1-12) 



主日の福音 12/02/19(No.576) 

年間第 7 主日 (マルコ 2:1-12 

イエスの前に運ばれた人は、いやされて 

 

次の日曜日、浦上教会で叙階式が行われます。司祭叙階が 1 人、助祭叙
階が 2 人です。司祭になるのは、曽根小教区の大水助祭です。わたしは
叙階式というのは、教会が自分たちと社会に向けて証しをするとても大
きな場だと思います。  

何を証しするかと言いますと、ひとことで言えば「イエス・キリストは
自分の生涯をかけて信じるに値する方です」という証しです。とくに司
祭・助祭叙階は、生涯独身を貫いて、その生き方を全うするわけですか
ら、教会にとって、また社会に対して、決定的な影響を与えることがで
きます。午後 3 時からですので、あわせてお祈りいただければと思いま
す。  

考えてみるとこんな大きな喜びの日に、子どもたちを何とかして叙階式
に参加させることができるなら、子どもたちの心に憧れを抱かせる絶好
の機会なのになぁと今になって思います。五島の場合は、26 日日曜日午
後 3 時の叙階式に参加させて、その日のうちにどうやって帰ってくるの
かという問題があります。なかなか実現は難しいのですけれども、叙階
式や、誓願式に子どもたちを連れて行くのは、チャンスがあれば実行し
たいと思います。  

今週の中風の人をいやす物語で鍵を握っているのは、病人を運んできた
四人の人です。大勢の人が集まっている場所に、四人の男が中風の人を
運んできました。この四人は、イエスさまだったら病気を治せると信じ
て、中風の人を運んできた人たちです。群衆に阻まれていて、ふつうで
あればあきらめるところを、彼らはイエスがおられる辺りの屋根をはが
して穴をあけ、病人の寝ている床をつり降ろしたとあります。  

イエスはこの人たちの信仰を見て、中風の人に、「子よ、あなたの罪は
赦される」と言いました。四人は、病気の治癒のために行動したつもり
でした。けれども、イエスは奇跡を、罪を赦す神の子としての権能に結
び付けたのです。イエスは神の子であると、人々が神を賛美し、律法学
者が神への冒とくだと心の中で考えるようになったきっかけを、病人を
運んだ四人の行動で橋渡しをしたことになります。  

中風の人は、病気であっただけでなく、何かの罪を抱えていたことにな
ります。どのような罪だったのかは分かりません。運んできた四人は、
病気を抱えている人の罪までは分からなかったかも知れません。けれど
もイエスによって、罪の赦しと、最終的に病気のいやしまでいただいた
様子を見て、イエスは罪を赦し、病気もいやす、この世でただ一人の人
だと知りました。  

病気の人を四人がイエスの前に運んできて、その様子をすべての人が注
目しています。運んできた四人、弟子たち、取り囲んでいる人々、律法
学者などです。もっと言うと、今日物語を黙想しているわたしたちも、
様子に注目している中に含まれていると言えます。  

そして、それぞれにイエスさまに対する思いが湧いてきました。神を賛



美する人々も現れましたし、神を冒とくしているとして心の底から憎し
みを覚えた人も現れました。同じ場所にわたしたちも立っているわけで
す。  

わたしたちも、自分の信仰を言い表す必要があります。イエスは病気の
人を連れてきたときに、連れてきた人に見えていなかった部分、罪の赦
しも与えて下さいました。このことでイエスさまは、わたしたちに考え
させようとしていると思います。「わたしは、あなたが気付いていない
部分にも力をもっています。あなたはわたしを、信じて受け入れてくれ
ますか。」  

この招きに、よく考えて答える。これが今週のわたしたちの宿題です。
例えばそれは、司祭・助祭に叙階される人々のように、「生涯をかけて
信じるに値する方です」という信仰を表すこともできるでしょうし、「生
活の基本、生きる土台です」という信仰の表し方もできるでしょう。あ
る人は命の危険にさしかかっていて、「最期を委ねることのできるお方
です」と答えるかも知れません。  

後輩司祭が誕生するこの時期、20 年前を振り返って、わたしはどうだっ
たのかなぁとやはり考えてしまいます。「生涯をかけて、信じるに値す
るお方です」と、たしかに証しをしたと思うのですが、今その証しは曇
っているのではないかなぁ、そう反省させられます。  

わたしたちは誓いを立てたり、決心を抱いたり、またその誓いからある
一定の時間が経っていたりしますが、それが初めのままの純粋な状態で
保たれているかなぁと振り返ってみたらよいと思います。もし思う所が
あれば、何を補えばよいか、考えましょう。わたしたちの生活は、証し
の生活であるし、証しを機会あるごとに振り返り、更新していく生活で
もあると思います。  

最後に、イエスの前に運んでこられた人は、罪を赦され、病もいやされ
てどこへ行ったのでしょうか。その続きの物語を、わたしたちが受け継
ぎましょう。わたしたちの生き方で、「起き上がり、すぐに床を担いで、
皆の見ている前を出て行った」その後の物語を「イエスを証しする物語」
として、完成させましょう。  

 

四旬節第 1 主日 (マルコ 1:12-15) 



主日の福音 12/02/26(No.577) 

四旬節第 1 主日(マルコ 1:12-15) 

すべてが神に信頼することから始まる 

 

説教の前に、福見教会は来年 4 月に教会献堂百周年を祝おうとしていま

す。福見教会では、信徒が一致してこの日を迎えるために、標語を募集

しました。すべての応募の中から、百周年の準備会議のメンバーが 5 つ

を選びまして、その中から 1 つ、教会の垂れ幕にしたいと思っています。

福見教会の方々は、必ず 5 つの候補のどれかに、1 票を投じていただき

たいと思います。  
今日、浦上教会で叙階式が行われますが、わたしにとっての叙階式はほ

ろ苦い思い出です。叙階式の前日、浦上教会の真下にあるカトリックセ

ンターで叙階式を受けるわたしたちは明日に備えて泊まっていました。

すでに島本大司教さまから浦上教会で働いてくださいと任命されていた

こともあって、夜になってもなかなか寝付けませんでした。  
「落ち着け、落ち着け」そう思うのですが、どうしても眠くなりません。

そうしてようやく眠りについたのが 2 時頃だったのでしょうか。わたし

は夢を見ていました。叙階式がすでに終わり、祝賀会が浦上教会の信徒

会館で行われていたのです。  
わたしのほかに、2 人が司祭に叙階されることになっていましたが、そ

の 2 人は無事に叙階式を終えて舞台に上がり、皆さんから祝福を受けて

いました。そしてわたしは、なぜかパジャマ姿で、司祭に叙階された 2
人のお祝いをしている信徒会館の外に立って中を覗いていたのです。  
ビックリして、飛び起きました。時間は朝の 4 時、まだ辺りは真っ暗で

す。「あー、夢か。」夢でよかったですが、この先が思いやられるなぁ

と思ったのを覚えています。興奮して、そのあとは結局眠れませんでし

た。  
今になって思うのですが、あの夢はわたしに 1 つのことを教えてくれて

いたのだと思います。それは、司祭に叙階されるというのは純粋に神の

恵みによるものだということです。わたしは司祭に叙階されることが許

されて、前日カトリックセンターに待機していました。朝目が覚めれば、

当然司祭に叙階される。わたしはそう思っていたのかもしれません。  
ところが、イエスはわたしに違うことを教えようとしておられました。

あなたは寝坊して、司祭叙階式に間に合わなかった。あなたの準備は十

分足りていたけれども、夢の中ではわたしがあなたを呼ばなかったから、

あなたは司祭に叙階されなかった。司祭叙階の恵みがどこから来るのか、

もう一度よく考えなさい。そういうお告げだったのでしょう。  
今であれば、イエスがわたしに教えようとしていることはよく分かりま

す。司祭の務め、たとえそれが、どんなたやすい務めでも、神の恵みが

なければその務めを果たすことはできないのです。司祭はだれかのため



に祝福を祈ることができます。ロザリオなどの信心用具の祝別、御像や

十字架像の祝別も、特別な技術は何も必要ではありませんが、神の恵み

がなければわたしは無力なのです。  
一切を、神に頼って生きている。一切を、神に頼って果たす。そういう

生き方を忘れてはいけないよと、叙階式の直前に夢の中で念を押してく

ださったのだと考えています。  
今週の福音朗読はとても短いのですが、イエスが誘惑にさらされて、そ

れと戦って打ち勝つ場面と、最初の宣教活動の様子が生き生きと描かれ

ていると思います。わたしは、自分の叙階式にまつわる苦い思い出と重

ねて考えました。  
直前の誘惑、神に信頼することだけが、誘惑に打ち勝つ方法です。自分

は鍛えているから、自分は長い訓練を受けているから誘惑に勝てる。そ

んなものではないのです。自分の力に頼ってはいけないことをよくよく

教えるために、イエスが父なる神に信頼して過ごした四十日間を紹介す

るわけです。  
人が過ちを犯さないためのいちばん確かな道は、神に全面的に信頼する

ことなのです。わたしは配偶者を愛している。わたしは自分の愛情に絶

対の自信を持っている。そうかもしれませんが、それは誘惑に打ち勝つ

最高の武器ではないのです。自分に頼ろうとするとき、悪魔は巧みにそ

の隙を攻撃してきます。  
わたしはイエスさまを愛してこの奉献生活を生きている。わたしの愛は

揺るがないから、誘惑に打ち勝つことができる。そういう思いは、悪魔

が誘惑する格好の材料になってしまいます。「時は満ち、神の国は近

づいた。悔い改めて福音を信じなさい」（ 1・ 15）この一言を人々

に告げ知らせるとき、わたしは神に信頼して声を上げるのです。宣

教開始までの準備が万全であっても、自分に信頼するのではなく、

先に宣教に出かけられたイエスに信頼してついて行くのです。  

これは、生き方をすっかり変えることでもあります。神への信頼を

土台に置いた生き方。どんなに得意なことでも、自分に信頼するの

ではなく、最後まで神の導きにだけ信頼を置いて務めを果たす。徹

底してこの生き方を貫く人は、四旬節の回心を果たした人なのだと

思います。  

どうか、今年の四旬節が、わたしの中にあるわずかな自信さえも砕

いて、神に信頼することだけを追い求める四十日でありますように。

神に信頼することより確かな道はないと、人々に証言できる人にわ

たしたちを造りかえてくださいますように。  

 
四旬節第 2 主日(マルコ 9:2-10) 
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まずはそう言ってみよう 

 

「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。仮小

屋を三つ建てましょう。」(9・5)今週の福音朗読の中で、このペト

ロの言葉が目に留まりました。「ペトロは、どう言えばよいのか、

分からなかった。弟子たちは非常に恐れていたのである。」(9・6)

とありますから、実際には舞い上がっていて、よく考えずにこう言

っていたのかもしれません。  

それでも、ペトロの言葉は非常に意味深いと思います。イエスと、

そこに同時にエリヤとモーセが現れて、そこへ 3 人の弟子たちが居

合わせました。ペトロは、イエスの光り輝く姿を見て、その神々し

さに「すばらしいことです」と言ったのかも知れません。たとえそ

うでなくても、イエスと一緒にそこにいることは、すばらしいこと

なのです。  

イエスと一緒にいることを、言葉は違いますが「すばらしい」と理

解していた人々を紹介しましょう。シメオンがその一人です。彼は、

幼子イエスを神殿で奉献するためにやって来たヨセフとマリアの

前で幼子を抱き、「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり、この僕

を安らかに去らせてくださいます。わたしはこの目であなたの救い

を見たからです。」 (ルカ 2・ 29-30)と声を上げました。  

まだ何もイエスのみわざを見ていないのに、シメオンは十分満足で

すと言ったのです。それは、「イエスと一緒にいること、そのこと

がすでにすばらしい」ということを表しているのだと思います。  

また、イエスの十字架上での場面、イエスの右と左には犯罪人が十

字架に磔にされていました。犯罪人の一人が「イエスよ、あなたの

御国においでになるときには、わたしを思い出してください」 (ル

カ 23・42)と言いました。するとイエスは、「はっきり言っておく

が、あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」 (同 23・ 43)と言わ

れます。犯罪人はイエスのみじめな姿しか見ていないのに、イエス

の隣りにいることを「すばらしいこと」と理解していたのです。  

シメオンも、犯罪人の一人も、イエスの華々しさを見たわけではあ

りません。あっとおどろく奇跡を見たわけでもありません。むしろ、

無力なイエスしか見ていませんが、彼らはそのイエスの側にいるこ

とを「すばらしいこと」と捉えることができたのです。  

もちろん、イエスの華々しい場面も、示すことができます。イエス

は親戚のラザロが死んだとき、もう埋葬されて四日も経っているラ

ザロをよみがえらせました。「ラザロ、出て来なさい」(ヨハネ 11

・ 43)と大声でラザロを呼び、墓から出てくる場面は、今週のイエ



スが変容する場面と変わらないくらい、神々しい場面、華やかな場

面だと思います。  

華々しい場面、神々しい場面で「わたしたちがここにいるのは、す

ばらしいことです」と声を出すのは何も難しいことではありません。

けれども、イエスと一緒にいるどんな場面でも、「わたしたちがこ

こにいるのは、すばらしいことです」と声を上げることが、イエス

の期待していることではないでしょうか。  

今週の福音朗読の結びで、「一同が山を下りるとき、イエスは、『人

の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話して

はいけない』と弟子たちに命じられた。」（ 9・9）とあります。今

日はイエスの神々しい場面を見たかもしれません。けれども明日は、

イエスのみじめな場面、避けて通りたいような場面を見せられるか

もしれません。それでも、「わたしたちがここにいるのは、すばら

しいことです」と声を上げる。弟子たちの信仰がそこまでたどり着

くのを、イエスは待っているわけです。  

わたしたちにも、イエスは同じ期待を持っているのだと思います。

今日３人のお子さんが福見教会で初聖体を受け、そのご家族、そし

てここに集まった福見教会信徒の皆さんが、喜びで一杯になってい

ると思います。「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらしい

ことです」と、素直に喜びを表現できるはずです。  

この喜びを知ったのでしたら、さらに一歩踏み込んで、どんなとき

でも、イエスと一緒にいることはすばらしいことですと、信仰を表

明していただきたいのです。華々しい場面だけでなく、信仰に疑問

を持ったり、カトリックの信仰のために冷たい視線を浴びたりする、

そんな時でも、「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらしい

ことです」と言える。そんなイエス理解を、もって欲しいと思いま

す。  

誰にとっても喜ばしい場面があります。今年 2 月 26 日の司祭助祭

叙階式がそうでした。今日の初聖体式がそうです。また堅信式、結

婚式なども、イエスと一緒にいることを素直に喜べることでしょう。 

その喜びを、生活全体に結び付けて欲しいのです。イエスと一緒に

いることは、いつも、どんなときも、すばらしいこと。その理解を、

長い時間かかってもよいから、体に覚えさせて欲しいのです。  

生活の中では、簡単に喜べない場面も多いかもしれません。その一

つひとつに、イエスはそばにいてくださいます。簡単に喜べない場

面を、「わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです」とひ

とまず言ってみること。イエスがそばにいてくれるのだから、どん

な場面でも本当はすばらしいのだ。心からそう言える人に、育って

いきたいのです。  

今日、初聖体を受けるお子さんたちは、イエスさまをお迎えする家

のようです。「仮小屋を三つ建てましょう」とペトロが言った、イ



エスを一緒にお泊めする住まいです。どうかこれからも、イエスが

一緒にいてくださることはとてもすばらしいことだと、保護者の皆

さん言い聞かせてあげてください。これからの生活のいろんな場面、

朝起きたとき、ご飯を食べるとき、何かを願うとき、何かをがまん

するとき、お祈りを通して神さまと一緒にいることはとてもすばら

しいと、教え続けて欲しいと思います。  

この教会に集まることを出発にして、「わたしたちが神さまと一緒

にいることは、いつもすばらしい」そんな言葉を、子どもたちが覚

えてくれるように、導いてあげてください。わたしも一緒に、お手

伝いしたいと思います。  

それでは、説教を終わって、初聖体の準備がふさわしくできている

か、子どもたちに尋ねたいと思います。  
 

四旬節第 3 主日(ヨハネ 2:13-25 



主日の福音 12/03/11(No.579) 

四旬節第 3 主日(ヨハネ 2:13-25) 

決して壊されない、真実の礼拝 

 

黙想会が終了しました。さすがに説教師の神父さまも、4 日間すべて終

わった翌日、金曜日の朝はお疲れのようでした。それからすると中田神

父はぜんぜん疲れていませんで、本当に楽させてもらいました。  
ただ、別の部分では、ふだん気を回さないことに気を回したので、その

点では疲れたと言えるかもしれません。「昨日はゆっくり眠れましたか」

とか、ふだん絶対言わないですからね。ほかにも、食事が始まって、食

事中どんな話題に触れようかとか、いろいろ考えていると初日はおかず

の味がまったくしませんでした。  
でもそんなことって、皆さんはふだんからしていることで、別に大げさ

に取り上げるようなことでもないのだろうと思います。そう考えると、

主任司祭１人で暮らしている場合は、わたしも含め、自分勝手、独りよ

がりな暮らしをしているのだなぁということかがよく分かりました。  
今年の説教師の評判はとても良くて、来年も来てくださいという声をそ

れぞれの教会から聞いています。いちおうわたしの頭の中には来年依頼

したい説教師の予定はあるのですが、皆さまの希望が多ければ、また来

年もお呼びしてもよいと思います。  
さて今週四旬節第３主日に選ばれた福音朗読は、イエスが神殿から商人

を追い出す話です。「イエスは縄で鞭を作り、羊や牛をすべて境内

から追い出し、両替人の金をまき散らし、その台を倒し、鳩を売る

者たちに言われた。『このような物はここから運び出せ。わたしの

父の家を商売の家としてはならない。』」（2・15-16）  
この様子は、言葉や態度で注意を促すというものではなくて、イエスさ

まによる神殿の破壊行為だと思います。当時のユダヤ教の礼拝は、神殿

でいけにえを伴って行われるのがふつうのしきたりでした。  
いけにえは、汚れのないものであれば、自分で持ち込んだものでも通用

したわけですが、遠い場所からやって来る人々が、汚れのない状態を保

ったまま、いけにえの動物を連れてやって来るのは手間も暇も掛かって

非常に困難なことでした。  
そこで、神殿のいちばん外の境内で、いけにえの動物がそこそこの値段

で売られていたわけです。さらに、神殿の中で使用できるお金は、神殿

内だけで通用する古い貨幣である必要がありました。  
当時一般に流通していた貨幣、例えばデナリオン銀貨は、「皇帝の肖像

と銘」が刻まれていて、皇帝は自分を神としてあがめることを要求して

いたので、神殿でデナリオン銀貨は使えなかったのです。そこで神殿専

用の硬貨と両替する人々が重宝するのでした。  
神殿で商売が広がりすぎるのは、祭司やファリサイ派の人々も手放しで



は喜べない状況でしたが、しかたがないとして黙認していたわけです。

けれども商売を野放しにしておけば、皆が皆無欲ではいられないわけで

す。そんな複雑な事情が絡んだ中で、イエスはわたしが破壊行為だと言

った行動に出ます。  
あえてわたしが破壊行為だと言ったのにはわけがあります。すでに話し

た通り、当時の礼拝の行いには、お金が絡んでいましたし、動物のいけ

にえが不可欠でした。イエスが神殿に奉献されたときでさえも、ヨセフ

とマリアは鳩をいけにえにささげたのです。  
お金絡みの礼拝、いけにえに頼った礼拝を、やさしく注意するのではな

く、まったく新しい礼拝に生まれ変わらせるため、イエスはこれら従来

の礼拝を破壊しようとなさった。わたしはそう考えました。何よりも、

当時のしがらみから抜け出せない礼拝と、礼拝にまとわりついている商

売こそが、本来のあるべき礼拝を破壊していたのです。本来の礼拝を破

壊していた行為を、イエスが破壊しようとした。わたしはそう受け取り

ました。  
イエスの乱暴な態度に、神殿で商売をしていた人々、その商売を黙認し

ていた人々はかんかんに怒りました。「あなたは、こんなことをする

からには、どんなしるしをわたしたちに見せるつもりか」（ 2・18） 

それでも、イエスの毅然とした態度は変わりません。「この神殿を壊し

てみよ。三日で建て直してみせる。」（2・ 19）礼拝の名を借りて

金儲けをしていた人と、それを黙認する人たちがどれだけ礼拝を汚

し、破壊させても、わたしは三日で建て直してみせる。イエスの強

い決意が伺えます。  

ところで、なぜイエスは「わたしは三日で建て直してみせる」と、

断言できるのでしょうか。未来のことを、どうやって断言できるの

でしょうか。「わたしは三日で、成し遂げてみせる」と、ほかの誰

が断言できるでしょうか。  

イエスは、ご自身の十字架上のいけにえによって、破壊された礼拝

を建て直そうとしていました。「この神殿を壊してみよ」とは、「も

し壊すなら」という意味よりも、もっと強い意味があると考えます。

つまり、「あなたたちは神殿での本来あるべき礼拝を破壊している。

気の済むまで破壊するがよい。わたしはみずからをいけにえとして

ささげることで、本来あるべき礼拝を取り戻す。」イエスはこのよ

うに仰りたいのです。  

イエスご自身が決めて、いのちをささげる。だから、未来のことで

あっても断言することができます。できるかできないか分からない

未来のことではなく、誰にも強いられず、みずから望んでいのちを

おささげになる。だから、確かな未来となります。イエスは、確実

にご自身をおささげになることがおできになるお方なのです。  

イエスがささげられる礼拝は、決して滅びない礼拝です。わたした

ちは、今ここで、イエスをおささげする礼拝、ミサをささげていま



す。この礼拝は、父なる神に届く真実の礼拝です。ですから、この

真実の礼拝、決して滅びない、どんなに時代が進んでも破壊されな

い礼拝に近づくために、わたしたちはできる限りの努力をしましょ

う。  

日曜日に、ミサに集う人々はたくさんいます。もし、もう一つこの

真実の礼拝を積み上げるために、平日のミサに参加してみようと努

力してくれたら、どんなにすばらしいことでしょう。決して滅びな

い価値ある礼拝を、週にあと一度、積みまして人生を歩むなら、ど

んなに豊かな人生でしょう。  

ぜひ、イエスが建て直したこの最高の礼拝を、人生の中に、一週間

の中に、あと一日積み上げる。今週はそのようなことを考えてみて

ください。  
 

四旬節第 4 主日(ヨハネ 3:14-21) 



主日の福音 12/03/18(No.580) 

四旬節第 4 主日(ヨハネ 3:14-21) 

光に近づく人に闇は打ち勝てない 

 

3 月 12 日に、46 歳の誕生日を迎えましたが、今度は長崎の信徒発見の

記念日でもある 17 日に、叙階記念日を迎えました。20 年前、1992 年の

3 月 17 日、島本大司教さまによって司祭に叙階させていただきました。

たぶん、わたしの司祭生活は折り返しが来たと思います。つまり、40 年

は司祭生活を期待できるだろうと考えています。50 年はちょっと期待し

すぎでしょう。  
折り返しは何事においても大事なことです。漁船が漁に出て、仮に大漁

したとしても、折り返して無事に港に帰ってこなければなりません。世

界の屋根と言われるような山に登っても、折り返して無事に下山しなけ

れば成功とは言えません。わたしも、折り返して 40 年は務めを果たさな

ければ、わたしの司祭生活は未完成ではないかと思っています。引き続

き皆さまのお祈りと、ご協力をお願いいたします。  
この記念の日のすぐあとに、小教区で釣り大会が計画されたことは思い

出に残る出来事です。みなさんと親しく交わる行事をもって、新たな折

り返しの司祭生活を始めることができたのですから、それはとても喜ば

しいことだと思います。天気は思わしくないようですが、今日１日、大

いに楽しみたいと思います。 

福音朗読に入りましょう。６年前も考えた箇所を取り上げてみまし

た。どこまで行っても出会うことのないものがあります。たとえば

右と左。どこまで右に行っても左と出会うことはありません。また

は東と西、北と南。東へ東へどこまで行っても西と出会うことはあ

りません。  

このたとえを頭に置いて今日の朗読をたどっていくと、決して出会

うことのないものが取り上げられていることに気付きます。それは、

「光」と「闇」です。次の箇所です。「光が世に来たのに、人々は

その行いが悪いので、光よりも闇の方を好んだ」（ 3・ 19）。  

光を求めれば求めるほど、闇は遠くなり、闇を追い続ける人間にと

っては光は遠のいていくのです。物には表と裏のあるものがありま

すが、光の裏は決して闇ではありません。正反対ではありますが、

光と闇に接点はないのです。  

今日の朗読で示されている「光」、この光とはいったい誰のことで

しょうか。「光が世に来た」とあります。「光」の意味を間違いな

く理解するために、今日の朗読は直前で次のように言っています。

「神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、御子に

よって世が救われるためである」（ 3・ 17）。するとこの「光」と

は、御子イエス・キリストであることは明らかです。  



この光であるイエス・キリストに対して、人間はどちらかの態度を

取り始めます。「光の方に来る」のか「光の方に来ない」かです。

当然、選ぶべき態度は「光の方に来る」態度、朗読の中から取り上

げると「真理を行う」ことがわたしたちの取るべき態度になります。 

繰り返しになりますが、「光の方に来ない」態度と「光の方に来る」

態度とは決して出会うことはありません。イエスから遠ざかる態度

を繰り返しているうちにいつの間にかイエスに近づいていたなど

ということはないのです。わたしたちがイエスに向かう態度をとり

続けない限り、イエスのもとに集うことはできないのです。  

そこまでは、わたしたちみなが頭で分かっていることです。けれど

も、分かっていたとしても切り替えることができない弱さもありま

す。周りの人も働きかけた、本人もいくら何でもそろそろ教会との

関係を取り戻さなければと考えるようになった。でもそれでも、動

けない、足が向かない、出かけようとしたけれども途中で帰ってし

まった。人間はそれほど強くありませんから、いろんなことがあり

得ると思います。  

わたしたちを照らし導く光であるイエスは、何度も立ち直りそうに

なって挫折する姿を見て諦めてしまう方でしょうか。わたしはそう

は思いません。神はある意味で諦めの悪いお方だと思います。人間

であればさじを投げるような状況であっても、神は決して諦めない。

そのことを表す明らかなしるしが、「神は、その独り子をお与えに

なったほどに、世を愛された」という部分に示されています。  

その場を逃げ出したり、どうなっても構わないとまでなげやりにな

ったりする人間を神は決して諦めず、独り子をお与えになるほど愛

されたのです。神に残された最後の手段までも、わたしたち人間を

「光の方に来る」ためにお使いになったのです。  

イエスは、ご自分が父である神から遣わされた者であることをはっ

きり意識していました。この世界の人間をどこまでも愛して救いに

導くためにご自身が遣わされたということを自覚していました。イ

エスはご自分の使命をある程度実行して終わったりはしません。ご

自分を世に与えるのですが、ある程度与えるのではなくて、十字架

の上で、いのちもすべてお与えになったのです。  

光の方に来るのが正しい道だと分かっていても逃げてしまう弱い

人間を光であるご自分と出会わせるために、イエスはみずからいの

ちを投げ出すのです。そのままでは光を憎み、避けてしまう人間を

もご自分と向き合うことができるように、みずから、いのちを与え

尽くすのです。  

今週は四旬節の第４週目です。２週間後には受難の主日を迎え、十

字架の場面の朗読を読み、ここまで出会いの場を準備してくださっ

た神の深い愛に触れます。放っておくと闇を好んでいく弱い人間と

の出会いの場を、いのちをかけて準備してくださるその時が近づい



ています。わたしたちも、神との出会いの場に足を運んでくれない

人たちに、何とかその機会を用意してあげましょう。  

例を挙げておきます。聖木曜日、イエスが最後の晩さんの席で弟子

たちの足を洗ったように、わたしたちもミサの途中で男性 12 人の

足を洗います。せっかくの機会ですから、洗足式に新しい人を誘っ

て、もう一度出直す機会を作ってあげましょう。  

また、聖金曜日には、十字架の道行きをします。ここでもなかなか

教会に足が向かない人を誘って、今まで背負ってきたものの代わり

に、キリストのしるしである十字架を背負ってもらい、新しい出発

を作ってあげましょう。  

イエスが出会いの場をご自身を与え尽くして用意してくださった

ように、わたしたちもイエスとの出会いの場を、より多くの人に示

してあげる努力が必要だと思います。  
 

四旬節第 5 主日(ヨハネ 12:20-33) 



主日の福音 12/03/25(No.581) 

四旬節第 5 主日(ヨハネ 12:20-33) 

一粒の麦の実り、あなたはどう向き合う 

 

明日と明後日、小学生と中学生１日ずつ春の黙想会です。先週火曜日に、

今年の黙想会の説明会があって、参加してきました。鯛ノ浦教会の敷地

をいっぱいに使って、聖書の箇所を拾ってプリントに書き込み、イエス

さまの全生涯を学ぶようになっています。  
まず、鯛ノ浦教会の敷地を７つに区切ります。その７つの場所に、６個

ずつ聖書の箇所を貼り付けたヤクルトの入れ物が隠してあります。６個

ずつ、７つの場所だから、全部で 42 個です。  
浜串小教区は、浜串教会の小学生が１つのグループ、福見・高井旅教会

の小学生がもう１つのグループとして行動します。中学生は全体で１グ

ループです。このグループで７つの場所を移動しながら、42 個すべての

聖書の箇所が記されているヤクルトを見つけ出して、イエスさまのすべ

ての出来事を拾っていく。これが、今年の黙想会の仕組みです。  
鯛ノ浦教会の７つに区切られた敷地の中の、どこかに聖書の箇所を貼り

付けたヤクルトが隠されています。どこに隠されているか、グループで

力を合わせて探さなければなりません。42 個すべて見つけて、その時間

も競うそうです。タイムが良かった３位までは、すばらしい商品が用意

されています。３位までにぜひ入って欲しいですが、とにかく知恵と力

を尽くしてください。  
先週の火曜日、定置網を引き上げに行く船に乗せてもらい、見学に行き

ました。今年に入って、定置網の船に乗ってみたいなぁと思っていたの

ですが、ようやく願いが叶いました。手早く作業する船員の皆さんに目

を丸くして、仕事もろくにしませんでした。カラスを追い払うくらいし

かお手伝いできませんでしたが、アジを袋に詰めてもらって帰りました。

また機会があったら乗りたいです。  
次の火曜日は中学生の合同黙想会に早くから子どもを連れて行きますし、

その次は聖週間の火曜日で長崎での聖香油ミサに出席しますので、次に

乗ることができるのは御復活明け、４月 10 日になりそうです。  
さて福音朗読は、ギリシア人がイエスに会いに来る場面から始まって、

人の子は上げられる、つまり十字架の上で命をささげるという最期の場

面の予告をしている箇所でした。ギリシア人がイエスにお目にかかりた

いと願っている。そのことをきっかけにして、「人の子が栄光を受け

る時が来た」（ 12・ 23）と打ち明けました。  

ギリシア人はユダヤ人からすれば外国人です。外国人、すなわち救

いに招かれているユダヤ人だけでなく、すべての国の人がイエスに

お目にかかるその時が来た、イエスはそう仰ろうとしているのでし

ょう。今こそ、一粒の麦が地に落ちて死に、多くの実、すべての人



の救いという実を結ぶ時が来たのです。  

「はっきり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一

粒のままである。だが、死ねば、多くの実を結ぶ。」（ 12・24）今

年、このイエスのみことばを繰り返し口ずさみ、思い巡らすうち、

次のように考えました。「イエスはご自分のことをぶどうの木と言

ったり一粒の麦と言ったりしている。これは、収穫に関係するたと

えだから、実際の収穫についても考える必要があるのではないか。」 

今週の朗読で、イエスは御自分がどのような死を遂げるかを、一粒

の麦にたとえました。イエスの十字架上の死によって、多くの実を

結んだとき、それは収穫される必要があるのではないでしょうか。 

作物が実を結び、収穫の時期が来ると、当然収穫に取りかかります。

なぜ収穫するか。それは、作物の実りが、自分にとっても、他の人

々にとっても、大きな喜びをもたらすからです。  

イエスが、一粒の麦となって、多くの実を結んでくださいます。罪

のゆるし、神との和解、救いの約束です。このイエスがもたらした

実りを刈り取る人は、当然これらの実りが、自分にとっても、他の

人々にとっても、大きな喜びをもたらすと考えて収穫に取りかかる

わけです。自分に何の役に立つのか、他の人々にどんな喜びをもた

らすのか分からずに収穫する人はいないのです。  

では本当に、イエスがもたらす実りが役に立つと信じているでしょうか。

ミサに集い、聖体の恵みにあずかりながら、イエスがもたらしてくださ

った実りは、今もわたしに喜びをもたらし、多くの人を喜びで満たすと、

そう信じているでしょうか。もしそうであるなら、教会に足を向けない

人に、あなたもイエスの実りを収穫に行きましょう、そう声をかけてほ

しいと思います。  
あるいは、教会と全く縁のない生活をしている人に、自分は主日に教会

に行っていること、教会でイエスの実りを喜び合っていることを告げ知

らせ、分かち合っていただきたいのです。告げ知らせる相手から、「教

会に行って何になるのだ」と言われたときこそ、イエスによる罪のゆる

し、神との和解、救いの約束は、あなたにとってもきっと喜びになるよ

と誘ってほしいと思います。  
収穫は、次の種蒔きのことにも思いを向けさせます。イエスはわたした

ちを次のように招きます。「わたしに仕えようとする者は、わたしに

従え。そうすれば、わたしのいるところに、わたしに仕える者もい

ることになる。わたしに仕える者がいれば、父はその人を大切にし

てくださる。」（ 12・ 26）  

イエスが、一粒の麦となって命をどのように用いるべきかお手本を

残されました。「わたしに従え」とイエスは招いているのですから、

わたしたちも、一粒の麦となる必要があります。一粒の麦となって

多くの実を結び、罪のゆるし、神との和解、救いの約束を告げ知ら

せる者となれるよう、ミサの中で恵みを願いましょう。  



 

受難の主日(マルコ 15:1-39) 



主日の福音 12/04/01(No.582) 

受難の主日(マルコ 15:1-39) 

あなたは何を十字架につけろと叫びましたか 

 

長崎教区の司祭の異動が発表されました。ほとんどが、若い司祭の転勤

でした。上五島地区は、今年の移動にはだれもかかっていません。また

今年度も、現在の体制で司牧活動が進められていきます。詳しいことは

よきおとずれ４月号がもうすぐ届きますので、そちらをご覧ください。

ちなみに、２月 26 日に叙階された大水満新司祭は、浦上教会の助任司祭

として、今日から浦上で働いてくれることになっています。  
聖週間が始まりました。特に聖なる三日間は、都合をやりくりして典礼

にあずかってほしいと思います。今年は聖木曜日が福見教会で夜７時、

聖金曜日が浜串教会で夜７時、復活徹夜祭は福見教会夜７時と浜串教会

夜９時です。復活の主日のミサは、浜串教会が朝７時、高井旅教会が朝

９時です。それぞれの教会はもちろんですが、できればお互いの教会に

行って、三日間の典礼をすべて参加してほしいと思います。  
実際には、参加が難しい方もいらっしゃるでしょう。そのような方のた

めに、予定では聖木曜日までに聖週間の説教をすべて準備して、プリン

トにまとめて配りたいと思っています。高齢や病気などで参加が難しい

人は、木曜日までに教会の入口にプリントを用意したいと思いますので、

この期間の補いにしてください。  
さて、今年の受難の主日にあたって、役割分担をした受難の福音から、

群衆役をした皆さんの言葉を１つだけ取り上げたいと思います。群衆役

のみなさんが出した言葉は何だったでしょうか。あれこれ言ってないの

で、すぐに思い出せるはずです。群衆はただ一言、「十字架につけろ」

と叫んだのです。  
「十字架につけろ」という言葉は、イエスを死に追いやる言葉です。確

実に、イエスを亡き者とし、排除する言葉です。さまざまな言葉が飛び

交う中で「十字架につけろ」という言葉が聞こえたのではありません。

群衆が皆、いっせいに「十字架につけろ」と言ったのです。ですから、

イエスを取り囲む群衆皆が、イエスを十字架につけることに加担したこ

とになります。  
群衆が十字架につけたのは、イエスお一人だったでしょうか。もち

ろん、イエスを十字架につけたのですが、「自分にとって都合の悪

いことから逃れたい」そういう利己心に関わるものすべてを、イエ

スに背負わせて十字架につけたのではないでしょうか。  

本来なら、自分で背負わなければならない罪を、わたしたちはいろ

んな理由をつけて逃れようとしています。今日だけ人をだましてや

り過ごそう、この場だけ嘘を言って逃れよう、他人は死んでもしか

たないが自分は死にたくない。そんなあらゆる利己心が、「十字架



につけろ」この一言に込められているのではないでしょうか。  

マルコ福音書は、イエスが十字架に磔にされてから発したのは、

「わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったのですか」とい

う意味の「エロイ、エロイ、レマ、サバクタニ」という言葉だけで

した。  

群衆に向かって、「あなたたちは、何も十字架につけるものはない

のか」と追求することもできたはずです。けれども、イエスは御父

のみ旨だけを尋ねて亡くなりました。わたしたちが十字架に磔にし

なければならないものをすべてイエスが引き受けて、御父にゆるし

を願ったのです。  

この一週間、イエスが成し遂げてくださる救いのみわざを一緒にた

どっていきましょう。わたしたちには何も手を出すことのできない

イエスの尊いみわざを、できれば三日間通して、この目に焼き付け

ることにしましょう。  
 

聖木曜日(ヨハネ 13:1-15) 



主日の福音 12/04/05(No.583) 

聖木曜日(ヨハネ 13:1-15) 

尊い場所にも日常にもイエスはおられる 

 

聖木曜日の今日、わたしたちはイエスの２つの姿を考えてみたいと思い

ます。福音朗読では、イエスは食事の途中で席を立ち、弟子たちの足を

洗います。弟子たちの足を洗う姿、これがイエスの１つの姿です。  
もう１つは、最後の晩餐で、パンとぶどう酒のもとに、イエスがご自分

の御体と御血を存在させ、わたしたちのいのちの糧となってくださる御

聖体です。これが、イエスのもう１つの姿です。この２つの姿から、今

日わたしたちが持ち帰る学びを得ることにしましょう。  
わたしが皆さんに示した２つの姿は、何を意味しているのでしょうか。

弟子たちの足を洗うイエスと、御聖体となっていのちの糧になってくだ

さるイエス。何を言いたいのでしょうか。  
２つの姿は、２つのあり方、存在のしかたを表しています。つまり、イ

エスはごく普通の、日常的な場面に存在してくださるし、一方でとても

崇高な、特別な場所にも存在しておられるということです。  
「上着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとわれた。」（13・4）このしぐ

さは、きっと僕たちのしぐさです。一家の主人、またその家族が抱えて

いる使用人の取る態度です。そんなありふれた出来事の中に、イエスは

存在してくださいます。  
シモン・ペトロは、仲間の弟子たちの足を洗うイエスに、「わたしの足

など、決して洗わないでください」（13・8）と言いました。主であり、

師であるイエスが、使用人のしぐさをまねているなど考えられなかった

のでしょう。主であり、師であるイエスが、使用人として存在するはず

がなかったのです。  
けれどもイエスは、シモン・ペトロの常識の範囲をひっくり返します。

主であり師であるわたしは、最も低い身分の中にも、存在することがで

きる。どんなに卑しい仕事、どんなに醜い務めの中にも、イエスは存在

することができる。イエスはそのことを、弟子の足を洗うことで証明な

さったのです。  
一方でイエスは、世界でたったひとりしかできない御業の中に存在して

くださいます。パンとぶどう酒のもと、「取って食べなさい。これは、

あなたがたのためにわたされるわたしのからだ。」「受けて飲みなさい。

これはわたしの血の杯。」世界で一つ、世界中のだれもが驚嘆する業の

中に、イエスは存在するのです。  
ではこの、２つのあり方、存在のしかたは何を意味するのでしょうか。

わたしはこう考えます。イエスは、すべてのものの中に、すべての出来

事の中に、存在することができる。たとえ人から低く見られ、だれもが

嫌がる仕事の中にも、イエスは存在することができます。  



それと同時に、だれもが目を見張る、だれもがあっと驚く仕事の中にも、

イエスは存在することができるのです。どんな場所にも、どんな仕事の

中にも、イエスを見いだそうとすれば、見つけることができる。イエス

はそんな思いで、弟子たちの足を洗う出来事と、聖体の秘跡の制定の２

つの業を弟子たちに示されたのではないでしょうか。  
さらに、最後の晩餐の出来事は次のような雰囲気の中で行われたと書か

れています。「イエスは、この世から父のもとへ移る御自分の時が来た

ことを悟り、世にいる弟子たちを愛して、この上なく愛し抜かれた。」

（13・1）イエスは弟子たちを愛しておられたから、低く見られている業

の中にも、尊い業の中にも、ご自分が存在することをお手本として残さ

れたのです。  
イエスの業は、わたしたちへのお手本です。互いに愛し合うなら、どん

なに低く見られている仕事の中にも、わたしは存在できるはずです。も

ちろん、だれもがうらやむような尊い仕事の中にも存在できます。わた

したちは他者を愛するとき、すべての働きの中に存在できる者にならな

ければならないのです。  
配偶者どうし、一緒に働く仲間どうし、司祭と信徒、司祭と修道者、修

道者と信徒。あらゆる関係の中で、イエスが示された模範を果たすよう

に、わたしたちは求められているのです。わたしは司祭だから、そんな

つまらない仕事はしない。わたしは信徒だから、そんな立派な務めはし

ない。どちらの場合も、人類をこの上なく愛し抜かれたイエスがすべて

の出来事の中に存在しておられることを考えれば、口にしてはいけない

言葉ではないでしょうか。  
ぜひ、この世界のあらゆる出来事、あらゆる仕事をもう一度見渡してく

ださい。そこにイエスが存在することなどできないはずだと思い込んで

いた場所にも、イエスは共にいてくださいます。すべてのことの中にイ

エスの存在を意識しましょう。イエスがそこにいてくださるなら、すべ

てがイエスの存在を証明する道具になります。今日の学びを持ち帰り、

すべての場所、すべての出来事を通して、イエスを証しする人となる。

そのための恵みを、今日のミサの中で願いましょう。  
 

聖金曜日(ヨハネ 18:1-19:42) 



主日の福音 12/04/06(No.584) 

聖金曜日(ヨハネ 18:1-19:42) 

使命のために生き、使命のためにいのちをかける 

 

聖金曜日、イエスの御死去を仰ぎ見ました。イエスの御死去を、ひとこ

とで言い表すとしたらどういう言葉が当てはまるでしょうか。それは、

使命を全うして亡くなられた、ということではないでしょうか。  
神の御独り子が、人となってわたしたちの間に住まわれ、十字架上でい

のちをおささげになりました。人となったということは、必ず死ななけ

ればならないということです。どのような最期がいちばんふさわしいか。

イエスはその姿を十字架の上で示したのです。それは、「使命を全うし

て亡くなる」ということでした。  
ヨハネ 6 章 39 節でイエスは次のように言われます。「わたしをお遣わし

になった方の御心とは、わたしに与えてくださった人を一人も失わない

で、終わりの日に復活させることである。」イエスは御父から託された

使命を完成させるために、十字架上でいのちをささげてくださったので

す。  
このイエスの亡くなりかたは、わたしたちに何を伝えようとしているの

でしょうか。わたしたちにも、使命のために生き、使命のためにいのち

をささげ、人生を全うするように招いているのです。何も語りませんが、

そのお姿で、「あなたは自分に与えられた使命のために生きていますか。

あなたは自分の使命にいのちをささげてくれますか」そう語りかけてい

るのです。  
ではわたしの使命とは何でしょうか。ペトロのように、いよいよになっ

た時にイエスを「知らない」と拒むことでしょうか。あるいは「十字架

につけろ」と叫ぶことでしょうか。それとも、槍で、イエスのわき腹を

突き刺すことでしょうか。もちろん違います。わたしたちの使命は、そ

れぞれの生活の中で、イエスがわたしのよりどころですと表明すること

です。  
「イエスの十字架のそばには、その母と母の姉妹、クロパの妻マリアと

マグダラのマリアとが立っていた。」（19・25）何かの目印の場所に立

って待ち合わせをする人のように、自分はイエスのそばに立っています

と表明するのです。それは、表だった派手な活動ではありませんが、わ

たしが生涯果たし続ける使命として十分です。「あなたはカトリック信

者か」と聞かれた時に「はいそうです」と答えるだけでも、イエスのそ

ばに立っていると表明できます。  
朗読の中でわたしたちの使命を考えさせるもう１つの姿がありました。

アリマタヤ出身のヨセフは、イエスの遺体を取り下ろしたいと、ピラト

に願い出ました（19・38）。イエスのために何かをしたいと、誰かに願

い出ること。これもわたしたちが果たし続け、そのためにいのちをささ



げるのに十分な使命です。  
イエスのために何かをしたい。その気持ちを形にする場所は教会の内に

も外にもあります。教会内の活動に、人を誘うこともできます。あるい

は、小さないのちを守る運動は、一般社会よりも教会が積極的に外に向

けて訴えかけることのできる場面です。こうしたことに、積極的に関わ

り、使命を果たすこともできます。  
今もイエスは、わたしたちに十字架の上から呼びかけています。あなた

は今、使命のために生きていますか。使命のために、いのちをささげて

くれますか。これから、十字架の礼拝に移ります。主の十字架をあがめ

ながら、わたしは、こんな使命のために生きてみます。こんな使命のた

めに、いのちをかけてみますと、心の中で表明しましょう。自分の十字

架を担ってイエスに従うことができるように、力を願うことにいたしま

しょう。 
 

復活徹夜祭(マルコ 16:1-7) 



主日の福音 12/04/07(No.585) 

復活徹夜祭(マルコ 16:1-7) 

だれが墓の入り口からあの石を転がしてくれるでしょうか 

 

主のご復活、おめでとうございます。今年の復活の喜びを黙想するため

に、真っ先にイエスのご遺体が納められた墓に行った女性たちの言葉を

選びたいと思います。「彼女たちは、『だれが墓の入り口からあの石を

転がしてくれるでしょうか』と話し合っていた。」（16・3）この言葉で

す。  
彼女たちがこのようなことを考えていたのは、もちろんイエスのご遺体

に香料を塗るお世話をするためでした。イエスさまの復活を理解しての

行動ではありませんでした。けれども、彼女たちの言葉は確実に、イエ

スのために次に何かしようという気持ちに満ちあふれていました。  
彼女たちにとって、墓に埋葬されているイエスに次にすることは、香料

を塗ることでしたから、そのことに心が向かっていたのです。「だれが

墓の入り口からあの石を転がしてくれるでしょうか」この言葉は象徴的

に、イエスのために次に何かをしようと考えた人の言葉だったのです。  
この言葉を発した女性たちに、神の使いが現れ、別の使命を与えます。

「さあ、行って、弟子たちとペトロに告げなさい。『あの方は、あなた

がたより先にガリラヤへ行かれる。かねて言われたとおり、そこでお目

にかかれる』と。」（16・7）  
神の使いが彼女たちに新しい使命を与えました。墓に泣きに来た女性た

ちに次の使命を与えたのではありません。墓に、イエスのために次に何

ができるかを考えてやって来た女性たちに、新しい使命を与えたのです。 
この事実は、わたしたちにも考えさせます。イエスが死んで、復活しま

した。この場面で、次に何をしようかと考えている人には、復活したイ

エスが新しい使命を用意してくださるのです。反対に、イエスが死んで

復活したのに、下を向いて泣いている人たちには、次に向かう使命を受

け損なってしまいます。  
わたしたちの教会に当てはめてみましょう。わたしたちの教会も、何か

が死んで、何かが復活しようとしている時期だと思います。この時期に、

「次に何ができるだろうか。次にこういうことができるのではないだろ

うか」と考える人には、復活したイエスは照らしを与えて次の使命へと

向かわせると思います。  
ところが、「あれもできなくなった、これもやむなく廃止となった。廃

れていく一方だ」と、下を向いているだけでは、イエスの照らしにも気

付かず、次の使命も取り逃がしてしまうのではないでしょうか。  
ここでわたしたちは考える必要があります。わたしは今、この教会のた

めに、次に何ができるか考えているだろうか。小学生として、中学生高

校生として、社会人として、大きいことか小さいことかは関係ありませ



ん。次に何かしようというその気持ちが大切です。それさえあれば、復

活したイエスが本当に必要な次の使命を、与えて派遣してくださると思

うのです。  
次に必要になってくること。「だれが墓の入り口からあの石を転がして

くれるでしょうか」そう考える人がもっとたくさん増えて、この教会に

新しい力となってくださることを期待します。  
この教会のためだけでなく、上五島地区や、長崎教区のため、次に何が

必要だろうか、何ができるだろうかと考える。そんな考え方の人を、今

復活したイエスは捜し求めています。そして、次の行動を起こす人の力

が集まって、望まれる浜串小教区、望まれる長崎教区の神の民となって

いくことができるように、復活の主に願うことにいたしましょう。 
 

復活の主日（日中）(ヨハネ 20:1-9) 



主日の福音 12/04/08(No.586) 

復活の主日（日中）(ヨハネ 20:1-9) 

あなたも、イエスの復活を知ったもう一人の弟子 

 

あらためて、御復活おめでとうございます。今日の福音朗読は、先に墓

に行ったマグダラのマリアの報告を受けて、その後に出かけた弟子たち

のことが取り上げられています。シモン・ペトロと、イエスが愛してお

られたもう一人の弟子が墓に向かったとされています。  
ここで「イエスが愛しておられたもう一人の弟子」とあります。もちろ

ん常識的には、使徒ヨハネのことをこう呼んでいるのだと考えるべきで

す。もちろんその点は踏まえてなのですが、今年わたしは、もっと豊か

に、もっと大胆に考えてみたいのです。  
「イエスが愛しておられた」という言葉は、とくに使徒ヨハネにふさわ

しいと思います。イエスの十字架上での最期の場面にも、ほかの弟子は

だれも留まりませんでしたが、愛する弟子という呼び方で登場しました。

誰がイエスを裏切るかを尋ねたのもこの弟子です。復活し、弟子たちに

出現なさった時、「主だ」と声を上げたのも同じ弟子です。イエスから

愛されている人でなければ、これほど近くで登場させることはできない

と思います。  
ただ、イエスが愛しておられたのは、シモン・ペトロも同じです。この

弟子をいちばん愛して、別の弟子はそれより少し劣る愛し方をしたとは

考えられません。聖木曜日の晩には、弟子たちをこの上なく愛し抜かれ

たのですから。  
そこで考えるのは、「イエスが愛しておられたもう一人の弟子」は、イ

エスを信じ、イエスを愛しているすべての人に当てはめてもよいのでは

ないか、ということです。すなわち、あなたも、イエスの復活を知った

もう一人の弟子、イエスが愛しておられたもう一人の弟子だということ

です。  
イエスが愛しておられたもう一人の弟子の姿を拾いましょう。シモン・

ペトロと一緒に走ったが、「ペトロより速く走って、先に墓に着いた」

（20・4）とあります。あなたはまだ若さに自信がありますか。速く走っ

て、イエスに会いに行くために競走できますか。ではイエスが愛してお

られたもう一人の弟子になることができます。  
彼は先に墓に着き、身をかがめて中をのぞきましたが、彼は中には入り

ませんでした。あなたは先に墓についても、責任ある人に最初に墓に入

る栄誉を譲る謙虚さがありますか。責任ある人の意見を聞いてから自分

の態度を決める慎重さがありますか。ではイエスが愛しておられたもう

一人の弟子になることができます。  
あなたは、一緒にイエスのもとについた責任ある人と一緒に、イエスの

復活を心から信じてくれますか。神のご計画、神の愛は、一度死んでも、



必ず復活すると信じ、それを人にも知らせることができますか。では、

イエスが愛しておられたもう一人の弟子になることができます。  
わたしたちはどこかで、イエスの愛しておられたもう一人の弟子になれ

るのではないでしょうか。足が速くて謙虚で、復活を信じる堅固な信仰

この３つをすべて備えてはいないかも知れませんが、そのどれかには当

てはまる、そのどれかには近い生き方をしているのではないでしょうか。 
わたしたちがイエスの愛しておられたもう一人の弟子であるならば、シ

モン・ペトロのような責任ある人と力を合わせて、復活したイエスの証

人となるべきです。それはつまり小教区の一員として、主任司祭や小教

区評議会の方々と力を合わせて、証しをすることです。  
イエスは今生きて、わたしたちを喜びで満たしておられる。復活したイ

エスを信じる人は、今喜びを抱えて生きることができると、あなたが生

きる場所で証ししてください。復活したイエスは、さまざまなしるしで、

これからあなたの証しを裏書きしてくださいます。  
 

神のいつくしみの主日（復活節第 2 主日）(ヨハネ 20:19-31) 



主日の福音 12/04/15(No.587) 

神のいつくしみの主日 (ヨハネ 20:19-31) 

神はどんな人にもいつくしみを忘れない 

 

先週火曜日、性懲りも無く定置網の舟に乗せてもらい、沖合での作業を

見学させてもらいました。この日はカメラをもっていって、お父さんた

ちの作業の様子をいろいろ写真に納めてきました。調子に乗って写真を

撮っていたら、途中で「神父さん、ちょっと、どいてくれ」と言われ、

あちゃーと思った場面もありました。  
この時はカッパは着ていったのですが、手袋をせずに行きまして、結局

新品の軍手を貸してもらい、ちょっとだけ手伝いをしました。獲れた魚

の中から、アジを選り分ける作業です。わたしもさすがに、アジなら見

分けが付くので、喜んで手伝いました。  
戻ってきてからは、すべての魚を種類別、大きさ別に選別する作業が始

まりました。アジの選別が終わってから、今度はイカの選別も手伝って

みたのですが、このイカは発泡スチロールに入れるのかなと思って選ん

でみると、お父さんにはねられ、ではこれではどうだと選んでも、また

はねられ、なかなか力になれませんでした。  
最後は、発泡スチロールに入れないイカ、いちばん小さいイカを選ぶ手

伝いを命じられました。これならわたしにもできると思って、手伝って

いたのですが、「神父さん、これはマツイカ。」そう言われて、この作

業でもわたしが選んだものがはねられました。なかなか、選別作業も難

しいです。邪魔ばかりしていたのですが、ただで魚をもらって帰りまし

た。今月は長崎に行く用事が何回かあるので、もう乗れないかもしれま

せん。  
さて今週は、前教皇ヨハネ・パウロ２世が「神のいつくしみの主日」と

命名された復活節第２主日です。わたしたちに対する神のいつくしみを、

朗読を通して読み取りたいと思います。  
イエスの復活後、弟子たちはその事実を何度か聞かされながら、まだ恐

れのために尻込みして家の戸に鍵をかけて閉じこもっていました。時間

は夕方です。「その日、すなわち週の初めの日の夕方」（20・19）とあ

ります。  
朝、まだ暗いうちに、マグダラのマリアが墓に向かい、出来事をシモン

・ペトロとイエスが愛しておられたもう一人の弟子のところに知らせに

来ています。何かが起こったことをすでに知っていたのです。けれども

弟子たちは、その日の夕方になっても、恐れに囚われていました。  
イエスは弟子たちの恐れを取り除こうと、家の中に閉じこもっている彼

らの真ん中に立ちました。「あなたがたに平和があるように」と言われ

ました。言葉で、恐れを取り除こうとします。手とわき腹とをお見せに

なりました。行動で、恐れを取り除こうとします。いろいろな手段を尽



くして、弟子たちの心の中にある恐れを、取り除こうとされたのです。  
そして最後に、彼らに息を吹きかけて言われました。「聖霊を受けなさ

い。だれの罪でも、あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪

でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないまま残る。」（20・22-23）
最後には聖霊の息吹によって、いっさいの恐れから弟子たちを自由にし

たのです。  
ところで、トマスはその場に居合わせませんでした。恐れのため、家の

戸に鍵をかけていた弟子たちとは別の場所にいたことになります。もし

かしたらトマスは、ほかの弟子たちのような恐怖心はなかったのかも知

れません。彼は恐れには捉えられてなかったかもしれませんが、別のも

のによって不自由にされていました。  
「あの方の手に釘の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ、また、

この手をそのわき腹に入れてみなければ、わたしは決して信じない。」

これは、トマスの利己心の表れです。イエスが復活したことは、弟子た

ちの証言「わたしたちは主を見た」という証言で十分です。それなのに、

トマスは利己心に駆られ、イエスからの特別な扱いを要求したのです。  
イエスはトマスの利己心に縛られた心も解き放ってくださいます。わた

したちを不自由にしている最後の砦もまた、利己心かもしれません。こ

うしてイエスは、すべての人が、復活したイエスによって喜びに満たさ

れるように、縛られている心を自由にしてくださいます。  
神のいつくしみはここに最高の形で現れます。神は、わたしたちが復活

したイエスに出会って喜びに満たされるように、あらゆる手を尽くして

くださいました。トマスの身勝手な要求にも応えてくださいました。  
今わたしたちは、神のいつくしみを感じているでしょうか。復活したイ

エスは、わたしたちの望みにどこまでも手を尽くしてくださる方だと思

えるでしょうか。わたしたちの教会に必要な支えを、いつでも与えてく

ださる心の広い方だと、理解しているでしょうか。  
今週、神のいつくしみ深さに信頼して生きる恵みを願いましょう。トマ

スの要求にも、十分に応えてくださったイエスは、今もわたしたちの願

いに応えてくださいます。信頼をもって、新たな一週間に入ることにし

ましょう。  
 

復活節第 3 主日(ルカ 24:35-48) 



主日の福音 12/04/22(No.588) 

復活節第 3 主日(ルカ 24:35-48) 

イエスはあなたの心の目を開く 

 

浜串小教区に来て３年目に入りますが、司祭が授ける秘跡の中で、ゆる

しの秘跡と病者の塗油はまあふつうに授けましたが、洗礼は２人だけ、

結婚にいたってはまだ１組も扱っていません。○○さん○○さん、もう

一回結婚してくれませんかと内心言いたいくらいです。  
それはひとまず横に置いたとしても、洗礼を２人しか授けていないとい

うのは、司祭として恥ずかしい限りです。わたしの努力も足りないわけ

ですが、わたしが「洗礼受けませんか」と上から目線で誘うよりも、皆

さんが、誰か洗礼を受けてくれそうな人を連れてきてください。  
良い方法を教えます。誰か知り合いに、洗礼をまだ受けていない人、洗

礼を受けたほうがいいなぁという人がこの上五島のどこかにいるとしま

す。その人に働きかけましょう。ただし、「あなた洗礼を受けてみない？」

と声をかけるだけではなかなか成功しないと思います。そこで、こう切

り出すことをお勧めします。「わたしも神父さまのところで一緒に勉強

するから、洗礼受けてみない？」こんなふうにお誘いしてください。  
洗礼を勧めたい人がそこにいても、その人が１人で司祭館の敷居をまた

ぐのは至難のわざだと思います。本来は、そんなに司祭館の敷居が高く

てはいけないのですが、実際には１人で訪ねるのは相当勇気が要るでし

ょう。そこで、まぁ半年から１年、勧めてくれるあなたも、週１回のペ

ースで一緒に勉強してみてはいかがでしょうか。  
昔は、洗礼を受ける人が責任もって自分で司祭のもとに行って、洗礼の

準備を始めていただろうと思います。ですが今は、そんなこと言ってい

てはチャンスを逸してしまうことになります。  
一緒に勉強すれば、誘ってくれる人も必ずためになるのですから、どう

かこの方法で今年のクリスマスか、来年の復活祭までに、洗礼志願者が

与えられることを願っています。近所だから、一緒に洗礼の準備に付き

合う、この人をよく知っているから、一緒に準備についていく。そうや

って、半年から１年、一緒に時間を費やしてくれる人を期待します。  
さて今週の福音朗読は、マグダラのマリアに起こった出来事、さらにエ

マオに向かう弟子たちに起こった出来事の後に続く物語です。復活した

イエスは集まった弟子たちの真ん中に立ち、「あなたがたに平和がある

ように」と言われました。弟子たちが亡霊を見ているのだと思い、なか

なか信じられないでいるので、イエスはその場で焼いた魚を食べました。 
もちろん、魚を食べることが復活したイエスの果たそうとしていた目的

ではありません。イエスが本当にしようとしていたことから、今週の学

びを得たいと思います。それは、「イエスは、聖書を悟らせるために

彼らの心の目を開いて、言われた」（ 24・45-46）という場面です。  



イエスが集まっていた弟子たちに果たしたかったこと。それは、

「聖書を悟らせる」ということでした。そして聖書を悟らせるため

に彼らの心の目を開いたり、聖書に書かれている中心的な教えを語

り掛けたのです。  

「聖書を悟らせる」聖書が大事なことは、わたしたちは言われなく

ても分かっています。けれども、言われなくても分かっているのに、

聖書を大事にしているかと聞かれたら、「大事にしている」と答え

られない生活をしています。  

残念なことですが、今日を生きるのに、聖書を大事にしていないか

らです。自分と家族、職場や滞在先などの自分が属している場所で、

聖書を大事にしていないからです。それはわたしに責任があります

が、どう大切にすればよいのか、これまで聞いたことも考えたこと

もないのです。  

そこで、イエスは「聖書を悟らせるために心の目を開いて」くださ

います。かつて弟子たちの心の目を開いてくださったイエスは、今

わたしたちの心の目を開いてくださいます。  

どのように聖書を大切にすればよいのか。身近に触れた聖書の朗読

箇所を、生活の中で思い出してみたらよいと思います。例えば今週

の福音朗読でイエスご自身が彼らの真ん中に立ち、「あなたがたに

平和があるように」と言われました。  

今もイエスは、わたしたちの家庭に、わたしたちの職場に、わたし

たちが今いる場所に、「平和があるように」と言ってくださるに違

いない。そう信じて生活するなら、わたしたちは生活の中で聖書を

大切にしていることになります。わたしたちに届けられた聖書のみ

ことばを、生活に結び付けるために、イエスは今もわたしたちの心

の目を開いてくださるのです。  

今日、復活したイエスは弟子たちに、「『メシアは苦しみを受け、

三日目に死者の中から復活する。また、罪の赦しを得させる悔い改

めが、その名によってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる』と。エ

ルサレムから始めて、あなたがたはこれらのことの証人となる。」

（ 24・ 46-48）そう仰いました。この箇所も、わたしたちが心の目

を開いてもらえば、生活と結び付けることができます。  

つまり、説教の最初に触れましたが、まだいろんな事情やいきさつ

があって、カトリックの洗礼を受けていない人を誘って、「一緒に

勉強付き合うから、洗礼を受けてみない？」と声をかけること。こ

れは、具体的な生活の中でイエスの証人となる行動です。イエスが

弟子たちに命じたことばそのものではなくても、あなたにできる福

音宣教の第一歩です。  

わたしたちが復活したイエスに心の目を開いてもらうなら、きっと

聖書を悟ることができます。わたしたちが手にとって読むことので

きる聖書は、ユダヤの国の遠い昔の物語ではなく、今わたしたちの



間で繰り広げられている神の働きを教えてくれるのです。  

わたしたちが聖書を悟り、聖書は復活したイエスが今わたしたちの

間で働いていることを教えるものだと証しできますように。そのた

めにイエスがわたしたちの心の目を開き、わたしたちに行動する勇

気を与えてくださいますように。ミサの中で願い求めましょう。  
 

復活節第 4 主日(ヨハネ 10:11-18) 



主日の福音 12/04/29(No.589) 

復活節第 4 主日(ヨハネ 10:11-18) 

イエスはわたしたちのために命を置いてくださる 

 

大型連休に入りました。休み気分で、真面目な話も耳に入らないかもし

れませんが、今日は信徒総会も控えていますし、頑張って、説教も聞い

ているふりをしてください。  
ついこの前の病人訪問の時ですが、家庭でお見舞いを受けているある方

が、「病人訪問ご苦労さまです。どうぞこれを飲んでください」と、リ

ポビタンＤを冷蔵庫から出してごちそうしてくださいました。  
わたしには冷蔵庫はまったく見えていなかったのですが、その方が冷蔵

庫を開けて、きちんと扉を閉めなかったのが様子で分かりました。しば

らくすると案の定、冷蔵庫がピーピー言っているわけです。幸か不幸か、

リポビタンをくれたおばあさんも、付き添いのため一緒にいたもう１人

も、冷蔵庫の警告音は聞こえていませんでした。  
そこでわたしは親切心を起こしまして、「ばあさん、冷蔵庫がちゃんと

閉まっとらんぞ」と教えてあげたわけです。「冷蔵庫がですか？」と本

人は言っていましたが、付き添いで一緒にいた人が冷蔵庫を確かめに行

くとその通り扉はきちんと閉まっていません。それでその人が扉を閉め

ますとバタンと音がしまして、リポビタンを出してくれた本人も、ここ

でようやく扉が閉まってなかったことを理解します。  
そこでこのおばあさんがわたしにこう尋ねるわけです。「神父さま、ど

うして冷蔵庫の扉が閉まってないことが分かるんですか？」まともに答

えようかとも思いましたが、それではまったく中田神父らしくないので、

中田神父はこういう人間であるということを知らせるために、次のよう

な返事をしました。  
「神父は神さまの次に偉いのである。だから、たとえ冷蔵庫が見えなく

ても、扉を開けっ放しにしていればすぐに分かるのである。」そのおば

あさんは目を丸くして、わたしを見ていました。あの顔では、きっとわ

たしがああいう冗談を言う人間だと、分かってなかったと思います。 

今週の福音に入りましょう。今週の福音でわたしの心に響いたのは、

「わたしは良い羊飼いである。わたしは自分の羊を知っており、羊

もわたしを知っている」（ 10・14）という箇所です。イエスのこの

みことばを、まずわたし自身に当てはめて考えてみました。  

今、わたしにゆだねられている 400 人近い浜串小教区の信徒はわた

しの羊です。「わたしは自分の羊を知っており」とイエスが言うよ

うに、わたしは小教区の一人ひとりをどれだけ知っているだろうか。 

司祭が、羊である信徒一人ひとりを知る機会はどれくらいあるので

しょうか。社交的で、どんな場所にでも顔を出す司祭であれば、そ

の才能を発揮してまかせられた羊のことをより多く知ることがで



きるでしょう。ただ、すべての司祭が社交的で、差し出されたもの

はいっさい拒まないというわけではありません。ちょっと人づきあ

いが苦手な司祭もいるわけです。わたしもたぶん、そういう部類だ

と思います。  

そんな、人づきあいの才能にそれほど恵まれていない司祭は、限ら

れたチャンスを、一つも見逃さないつもりで、観察する必要があり

ます。一度しか、話しをしないかもしれない。教会で会えればいい

けれども、今立っているこの場所でしか、この人とは会えないかも

しれない。  

それはつまり、出かけた先で、波止場かもしれないし、青方かもし

れないし、奈良尾ですれ違う一瞬かもしれません。たぶんその人と

は、今この瞬間しか会えないかもしれません。そうであるなら、そ

のときの印象を忘れないように、そのとき目に留まったことを大切

に、心にとどめておく必要があります。そうして、羊飼いとして、

ゆだねられた羊を何とか、片面だけでも知ろうと、心にかけている

つもりです。  

一方でイエスは、「羊もわたしを知っている」と言います。リポビ

タンの話しではないですが、わたしではなく、違う司祭であれば、

違った返事をしたことでしょう。「ああ、こういう返しかたをする

のか。だったら、こういう人なのかな。」何かを読み取ることがで

きるのではないでしょうか。  

そして羊飼いであるイエスは、羊飼いが本当に羊飼いと言えるかど

うかを、次のように結論づけます。「わたしは羊のために命を捨て

る。」（ 10・15）主任司祭が、小教区の信徒のために命を捨てるの

でなければ、それは羊飼いとして失格ということです。  

「命を捨てる」このギリシャ語を直訳すると、「命を置く」という

ことになるそうです。これはそのあとに続く「わたしは命を、再び

受けるために、捨てる」（ 10・17）にも関係しています。イエスは

命を、再び受けるために、「置く」のです。  

イエスは羊のために、命を置きました。イエスが命を置いた羊は、

イエスが知っている羊ですが、同時にか弱い羊です。全力で導き、

全力で守らなければなりません。小教区の信徒を導き、守っている

か。わたしに問われています。  

何も自信をもって伝えるものがありませんが、最近気付いたことを

１つ話します。出張して長崎に泊まったときのことです。わたしは

出張した時に、大司教館の小さなチャペルで、ただ一人でミサをさ

さげることがあります。そこには誰もいませんが、ミサをささげな

がら、必ず皆さんの顔が浮かんでいます。  

不思議なもので、誰もいないと、調子が出ないというか、ミサの祈

りの言葉もすらすら出てこないのです。それで、ふだん通りのミサ

のことを思い出してささげますと、ミサの祈りもすらすら出て来ま



す。そのとき、皆さんの顔がはっきり浮かんでいます。皆さんを思

い浮かべ、いつも、どこでもミサをささげています。ずっと、思い

続けていますので、時間はかかりますが、羊を知り、羊を守り、導

いていけると信じています。  

わたしたちの牧者であるイエスが、命を置いて、守り導く姿を、お

一人おひとり生活の中で当てはめてみましょう。きっと、今求めら

れていることが何か、はっきりしてくると思います。命を置いて、

わたしたちを守り導くイエスに、全面的に従う。ミサの中であらた

めて確認したいと思います。  
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イエスに信頼し、ただただぶどうの実を付ける 

 

今から 21 年前の夏の話しです。上五島地区で子どもの集いが開催されま

して、上五島備蓄記念会館を会場にミサが行われました。あの時わたし

は司祭になる一歩手前の助祭でして、子どもミサの説教を地区の司祭団

から依頼されていました。その当時の地区長神父さまは７年前に亡くな

った丸尾武雄神父さまでした。  
たまたまその年は、福岡の大神学院で秋に開かれる召命の集いに、1000
人が集まる野外ミサの説教を担当することになっていました。夏休みに

はすでに説教原稿を書いていましたので、上五島地区司祭団から依頼さ

れた時は、「度胸試しにいいか」くらいの気持ちで引き受けました。  
もともと、野外ミサでの説教のつもりで用意していたので、備蓄会館の

ような大きな会場にもぴったりでした。実は上五島地区子どもの集いの

ミサと、大神学院の召命の集いのミサに選ばれた福音の朗読の箇所が、

今週朗読された「イエスはまことのぶどうの木」だったのです。  
みなさんの中で、21 年前の子どもの集いに、子どもを連れて備蓄会館に

行った人はいないでしょうか？あるいは子どもとではなくても、「もう

いいかい？まぁだだよ」と若い助祭が説教で語り掛けていたミサに参加

した記憶がないでしょうか。  
わたしは当時は 25 歳とかなり若かったので、とんだりはねたりして説教

をしたのです。説教の取っかかりに使ったのはかくれんぼです。「わた

しはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつなが

っており、わたしもその人につながっていれば、その人は豊かに実

を結ぶ。」（15・5）イエスと弟子たち、イエスと人類とのこの緊張感

に満ちた関係をどうやって子どもたちに伝えるか。その取っかかりに、

かくれんぼを選んだのです。  
ご存じのようにかくれんぼは、「もういいかい」「まぁだだよ」で鬼と

隠れている人とが巧みに距離を置いて楽しむものです。ある時は息を潜

めて隠れている自分の近くを通り過ぎるかもしれない。ある時はせっか

く最高の隠れ場所に入ったのに、違う友だちがやって来て、その友だち

のために自分が見つかるかもしれない。生き生きとした緊張感の中で、

隠れている人と、探し出そうとする鬼とがつながっている。それが、ぶ

どうの木であるイエスと、わたしたちとの生き生きとした関係なのだと、

ステージいっぱいに動き回りながら話し掛けたわけです。  
最後まで、その説教はやりきりました。考えていたことはすべて出し切

りましたし、当時としては持てるすべてを出し尽くしました。ところが、

ミサが終わってからわたしは、地区長神父さまに叱られまして、あんな

説教があるか、だれがこの人に説教を任せたのだと、酷評されたのです。



あー、ご年配の神父さまには、ちと刺激が強すぎたかなぁと反省したの

でした。  
ですが本番は上五島地区の子どもの集いではありません。福岡の大神学

院での野外ミサです。九州全域から 1000 人もの子どもたちが集まり、

数多くの司祭も集まり、当時の松永司教さまが司式をなさるミサの中で、

まだ司祭になっていない助祭に過ぎないわたしが説教する。これが本番

だったわけです。  
気を取り直し、11 月 3 日の召命の集いの日までもう一度説教の内容を完

全に覚えて、それこそ野外ミサのグランドをいっぱいに使って子どもた

ちに話し掛けました。説教が終わった時、「やり遂げた」という実感が

ありました。それを後押しするかのように、会場の子どもたちや保護者

がわたしに拍手をくださったのです。説教に拍手が来るなんてそうそう

無いことですが、そのときはそういう雰囲気になっていたのでしょう。  
無事に、本番の召命の集いのミサ説教が終わった。わたしはそう思いま

した。ところが、わたしはこの時も、司式された司教さまから説教を酷

評されたのです。まるでなってない。説教にあるまじきパフォーマンス

だと。この時は本当にうちひしがれました。  
この日のために半年掛けて準備したのに、理解されなかった。司祭団の

中には理解を寄せてくれる方もいたわけですが、司教さまが公然とあの

説教は何だと言っておられるのですから、あえてそれを遮って盾になっ

てくれる司祭はいません。わたしは孤立してしまいました。  
あれから長い時間を経て、あらためて考えるわけです。「わたしを離れ

ては、あなたがたは何もできない」（15・5）そうイエスは仰ったの

ですが、あの時わたしは、イエスというぶどうの木につながって説教し

ていたのだろうか。それとも、イエスにつながっていないまま、意味の

無いパフォーマンスをして終わったのだろうか。  
３年前も、同じ答えを探し求めていました。そのときたどり着いた答え

を引用したいと思います。21 年前の子どもミサと召命の集いの野外ミサ

に参加した司祭たち、だれもがイエスにつながっている枝だという自覚

を持っていたのですが、それぞれの枝が、はじめて説教を任された助祭

という別の枝を認めることができないでいたということです。  
いろんな理由がそこにはあるかも知れません。今枝を伸ばし始めたあい

つに何ができる。わたしたちは何度も枝にぶどうの実を付けてきた者だ。

同じ仲間だと言われてもそう簡単には認められない。このような思いが、

心のどこかにあったのでしょうか。  
問題を複雑にしている原因があるはずです。おそらく原因は１つです。

１つの枝から、他の枝を見ているからです。自分という枝から、他の枝

を見れば、かなり遠く離れて見える。もしかしたら正反対の方向に伸び

ているので、全く共通点が見いだせないかも知れません。どうしてこれ

だけかけ離れている相手を、仲間だと信じられるだろうか。  
けれども、わたしたちすべてに聖霊を注ぎ、養っておられるイエスとい



う木から枝を見ることで、見え方は変わってきます。あの枝も、この枝

も、もっと言うとすべての枝が、等しくイエスから聖霊を注がれた枝な

のです。  
わたしという枝から見れば遠く離れているかも知れないその枝も、イエ

スという木から見たとき、だれもがほぼ同じ距離にあるのです。イエス

が注ぐ聖霊の届くところに、すべての枝がつながっているのです。  
３年前に思い巡らしたことを読み返して思いました。わたしも、イエス

というぶどうの木から聖霊という養分をいただいて説教をしたのだ。枝

が伸びた方向は、他の多くの司祭たちと違う方向に伸びていたかもしれ

ない。それでも、神はわたしがいよいよ豊かに実を結ぶように、手入れ

してくださったのだと。  
わたしたちも、たとえば一つの活動に参加しているある方を見て、自分

たちと同じように動いてくれないから、認めたくないと思うことがある

かも知れません。けれども、枝から枝を眺めるのは良い観察の仕方では

ないのです。あくまでもぶどうの木であるイエスにつながって相手を観

察しましょう。そのとき、違う個性であっても、イエスにつながってい

る別の枝として認め、理解する道が開けると思います。  
互いが互いを認め合い、多くの枝があることを知って、教会にたくさん

のぶどうの実が与えられますように。わたしと違う枝であることにこだ

わるのではなく、違うたくさんの枝を聖霊の賜物で養っておられるイエ

スのご計画の深さ、広さに信頼できますように。信頼する心を、このミ

サを通して願い求めましょう。  
 

復活節第 6 主日(ヨハネ 15:9-17) 
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